★節電時化のエース ★ 
义蹄の 
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《特長》 

■ 36 時間の停電補償付 
• 機種が豊富で用途別に選択が可能 
•消費電力が小さい（約 2W) 
•スイッチ容量が大 （30A) 

• 1台で3回路まで制御が可能 


上手なコンビネーションで，予想 
上の節電が可能です。 

日間*週間 • 年間の自動定時入切 
はもちろん，独自の ソーラー ダイ 
ヤルによる日没-日の出時刻の照 
度に合わせた入切の季節自動修正 
装置付です。 

工場でもオフィスでも，電力.電 
灯を問わず，出勤•退出に合わせ， 

また季節による日照•日没に従っ 
て，全体または部分的じいちいち 
人手によらず自動的に入切ができ 
ます。 

信頼度絶大-メンテナンスフリー 
の大崎のタイムスイッチをこの隙， 
是非御利用下さい。 

大崎毎煮エ冀蘇武會が 

干 141 柬京都品川区東五反田 2 下目 2 — 7 
電請 ( 03 ) 443 — 7171 (大代表) 
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ホ リン ピックで0を着 
アジ了大会へのげ間人り 
をれに、旧來の世が湿ず 
植 …… 。しかち、アジで 
大なを除いでは，いずれ 
も T ジア予强必おといク 
| け ^ 估舞は、日本栖会の强化 
~ H ™ が第を、息つくひまもな 
細ノ I いほど、近いまくりモう 
K ン j でちる。 

" 了 ‘ 現在でも、日本撼をの 
巧点对おの措ぶが、いったいど 
こにしぼられている巧か判をな 
い、といった芦がをり、このま 
まだと、いっそうをの硬乱が靖 
まると思ク〇 

口ぶの気質といおうか、梓を 
といおさか、担骄選を楠よりも 

オリンピックに 比 量が駐 かれる 

風潮切、ハンドボ t ル巧も则化 

ではないようだが、それををそ 

れで、 4 おなり、 5 年なりを 1 

サィクルにした「長期計画」ボ 

稲立されねばなるまいな 

モン トリホ— ルを 通りこしで 

モスタワ • オリンビック ( 1化 

几〇レに熙準を当てるのなら、 

モント リオ！ ルや、 I 九セ A 年 

均世が遲チ椎の赃化•成賴につ 

いて1あまりとやかくいうこと 

もさけねぼ . いけない。 

あれもこれも、出る大会々々 

威韵のよいアドバル]ンを上ぜ 
でばかりいて、まを伴はむけれ 


ば、外部はもとより1巧部の盾巧 
も失ゥことになる。 

そこで望みたい Q お、ナショ -h 
ルチ t ムのプロジよタト化ととち 
に、そのも谎づくりであ - る。 

固即の理姑が高まって、ひとこ 
ろ @ ような、巧が通手崔のたびに 
，単発全日本"を編成する愚はな 
くなってきているのだかを、あ-と 
は、ナシ3十ルチ E ムちホが 、I 
C- の于 — ムとして、先單の業馈を 
琴し、新人の登用、葫掘にをめる 
ム E ドを巧成することだ U 

また'，ホショナルプレィヤー選 

手蕭巧は、日本の巧受という贾巧 
感は化嘛だが、ナシ3ナルチ I ム 
を「自分たち Q チーム」 とする目 

覚が、まだまだをしい。 

母披や、排属が業のチ I ムに尴 

じる愛看や情独を、ナショナル チ 

I ムにぉ盛じて敌しいと思弓。 

大学や高がで、最上撒をたちは 

节業の货、必ず後巧に白がたちの 

柴せなかった莽0実現を託して巧 

くハズだ。 

乎れをそのままを日本に当で进 

めれば、打ちつづく国隙巧事を一 

本の糸で結びつけて、がり關けよ 

う . し、熙隅的なトレ f 一ーングも効 ' 

巧がちがる。ミュンンに向け V 

歩んだ巧驰の道ボ、モントリホ I 

ルへの近に马然、接瑞されなけれ 

ばいけないし、それボいつの日か 
お光の遣になるめで志る。 
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このとこる - 地でクラ 
ブの組输化が日立 r でい 
る。强しい惦向だ。々まで 
大皂が実施されると、急ま 
「てそめ目的は、勝者を決 
めることに虽つた a 

スボーッを窠しむをめの 
ホーがナィズというもの.は 
ほとんど賴りみられなかづ 
たのでお - る。 

もちろん、聴なを藏い、 
麽劣をホう嬰系がまるきりをけれ 
ば义ボ[ッ本来を楽しさを味わえ 
むわけだが、それが過ぎると*谢 
き"のみを迫いおめる賴果になつ 

た ひ 

祗お間ホであ - る： n 本協をは、あ 
る巧をれだけ.でよいとを思うのだ 
が、ホべでめ組織が、これにホへ 
ならえ、ではまずい。 

えてして、地方補ななどは、日 
木揃遣の下部姐織を泣だかをとい 
う蝴由〔地诗？0で、棠しむ階凰 
へ目を向けることを怠.つてきわ。 

それがお年ようやく*遲しきを 
ホめるハンドボールが-へめ認謙 
が高まり多くの地方腐をが.をの助 
成に力を入れはじめできたのは、 
大いに富んでよいと思う。 

ところで、こう話を遇地てくる 
と、そう . したのでの巧留は、地ぶ 
まかせにして、中央 ( 目未拖萬 ) 
は巧枉しないつをりか、と口をと 
がらせるかたも居られるだろうが 


ず直のところ、その氣がちが爭 
者には強い。 

がに、中央が手をつければ、 
お々形は異るにせよ、やはり、 
をれなりに * 補者の透化"が爾 
を持ち - あぜてくる。 

招ぶなり ' 、ホ姑ハンドボ—ル 
なりは、いちばん嚴谭りめ践関 
が、ごく巧输に育ててこそ愚毒 
がある切ではなかろうか 。. 

軍者の却っているタタブ組織1 
は、すべて自馈肖を、つまり、 
競技 ( 速踊。役昼も、レフよリ 
1も忡間からの • 洪山，でまか 
ないそれでなんの卜うブルもな 
' く日程を攫叱している。をづく 
りの味の楽さしが、そこにはあ 
る0 

ただ、彼ら-は上部組親とでも 
いうべき地方摘をのせめてレフ 
ぶリー誰巧をぐらいには山をし 
たい、という。 

まわ、測のある関係省は、き 
っかけさえ地ぶ瞭会が作っでく 
れれば、あとは自分たらでいく 
もでも運ぶ、という。 

ホ民ハンドボ I ルと、邸巧耻 
織の接点は、このほか探せばい 
くをでもあみそうだ。 

巧 K ハンドボ—ルの芽をもし 
秘らしてしまうことがあった•も 
それはもう、 * 中央。のが祸の 
余地ない史策であることはおみ 
承知である、 〔 S 〕 


rc ンドボ [ ル 」- 


叫年に巧号 ( 第挪号) 目な 

モントリオ—ルへの道 . み 

か民ハンドボ—ルの芽 . W 

世界男でダル]プ制へ ...： ，…闽 

ぉ雜みぞす惡、韓巧で* . 曲' 

世拆ザ化、 

山攝户ン.バー決まる …ミ * :站 

を日本遭女がか商‘‘ . ：：が 

S 本掏会新規.約經說 

…… 乂縣金一;‘顿 
A H F 間透遥まず———:—:::，：叫 

全日本撼合遇手植展里‘ . 赠 

全 目 本ぞを選を楠：： .M 

み地常尘 yl ダ攝報 ……：： ：M 

海ホトピックス……. . 挪 

巧城国体…： . .脚 

各地の記録 . …， ：‘；：.；g 

明 y へ。 提 ||-1〔.. . 哪 

編鬼蜡記. ... . m 

t 表紙写窝〕获城国か-高校み 
モか腿大販 ( 惡お〕 X 汲城(水 
池道 r)" 太版のぶ！ス池溯(中 
变〕はィンク I ハィ枠つづき背 
び咳腊め原嚴力となった。 

( W 巧别日-水お造 一 柿* 摄 
お • 光島 磯雄 }. 



















































世界選手権 ( 男子 ) 3 グル ー ブ制じ 

IHF 〔尚阪(ンドボIル迎盟)が、男で f 憑手植に、ランキンダ制(グル S ブ別}操巧を化めた。 
ぶ巧の IRF 摇会(本誌前せ泰照)で、腊桌のランキング削についておが憂託されでいた蘇な r 規蝴姜 
員禁 (CTM〕 は、ただちに協議を巧い、新システムに駐み曲ることを決定、各国へ通連した- 

ランキン ダ制 巧 7— ルド チ*ンピオンを 争ぅ 「A」 めほかに、 「お」 「C」 タラ 义を酷.けるもので、 C 
TM のか謀にもとずき、巧專委村を (CEO.) は、がのよぅに、今後のス.ケジルと頭催尚を觉表し 
た。 A ダル！プは巧9回胆巧男子選を確でをる。 

0<^|ダループり；^ケ国。一九七み年(昭的。デンマ1夕。 

な S ダル I プりじケ聞。 I かとと年(昭的)ホ[タトリア。 

◊C グループ、一丸七六年(昭15〕ィギリス。 

をグル ー プ.へ Q 参加尚は、 IHF 加盟のヶ国が現時点ではずべて円紙の立ち疆.におかれ、モントリォ 
|ル.ホリンピッタ(昭！；；’〕の販間などを堪毕にしで違化ぁめられるすを。 

1九ーニ1<年〔昭^3)城来の現行システムをな破する今回の巧をは、6本をはじめ各盧に大きをぉ醫を 
呼んでいる。なお、ふ十はす Y てこれまでどおり。 

A グル—プには「アジア代表」も 


〔辑試〕ついに IHF が狀めた。 

「ついに：….」といぅのは1この- 
システムは、一か六 II ホな降の I 
HF 絞会で每巧かならずどこかの 
国から-提崇きれ、を幻た•ひに却下 
されていたからだ。 

梓に、一九お〇年(昭が)のマ 
ドリッド轄会邮には、 IHF 白か 
ら、ランキンダ制支掉の盧思录一が 
〔U 木誌 W 巧春照)さえしたはど 
だが、この時も実らな..かった。 

今巧の播なでは、ホくからとの 
システムの捏唱者であった.ホ！ス 
トリアが々恥となリ働きかけたも 
ので、 IHF 加规圉が g をこえた 
のが、これ丟でにない，説得力" 
とをつたよラである。 


さて、をダル]プへの参加国だ 
が、今審の節8巧^遵手掃(後 
聯ル1マニ了、 U 本 C 城)は、い 
つさい赞料とされず、ナベて、こ 
れ'からの成嶺、特にが報年のモン 
トリホ—如ホリンピックを基甲に 
する方向。 

とりあえず、 rHF が建てでい 
る計画によると、 A グル—プ；^.ケ 
国は、聞懼肖〔デンブ [ ジ)めほ 
か、 アジ 了ホ隧 i 、 ア/ リカ 太賴 
1，了フリカ大摧1、モントリホ 
I ルす リンピック t 棉 6 ケ韓 、右 
グル！ブ上を日ケ国で稱成きれる 
上さだ。 

B • C ダル—ブについては詳ら 
かにきれていないが、かくとも B 


ダル！プ ( U ケ尚〕には、 C ダル 
1ブめ.上化2午材が加わるとたえ 
られでおり、それに即懼国(才 t 
ストリア】をザえると残り日ヶ围 
は、モントリホ S ルホリンピック 
がらみ.で贿理されよぅ。 

稱来はが善加国固を。か 

CIB — A と関連づけられること 
かを、をグル I プはこの順にした 
ボつて大会を踊くわけで、 C グル 
]ブは、ホリンピックと罔じ、烟 
後年にをくも巧われる。加盟間.も 
ないィギリスがこのダル J プを引 
きぅけて、 i 奇に C ンドボ—ルの 
巧彼を焦るうとするお勢は法： J ： し 
て上い。 

ところで、消烏通は、 AW 、 B 
に 、 C (マ，】 という敎字は、をくを 


でが回だけ。一化と A 年の A 户瓜 
!プの成镜で、おそらく'、 A 8 〜 
ロケ时の A ンバ I が法められるも 
似とみている。 

つまり、今叫は、初めての試み 
だけに、モントリオ—ルの予遷と 
まなをブルに沾用して、全加盟 
国に A ダル—ブへ岛磬加の道を開 
いたといえる。 

ずをは、 I 化お「叫年め A ダル] 
プ Q . 上拉国によって，一九 A 二年 
Q A ダル！プ曹加岡が動町にが 
めもれる八ム综が強い。そうなれば 
当然.、 A ダル—ブのための大隙巧 
责などという特削はなくなる 。 A 
tB 、 BIC の入れ持えも巧われ 

るよさになろろ'レ 
日本、 A グルーブ{化着にを力 
R 本榻なは、 IHF が、こ必よ 
うなタン丰ンダ制をがくのは、も 
ク.少し志と、と踏んでいただけに 
「ず想か」という要情。今： II の決 
をに対するな巧的な語しもいは、 
本誇\班.り {: u 月如 H ) までには 
巧われていず，抽縣も明壹らかに 
されでいないが、一化おわ年(听 
把〕にで捆される A ダル J ダのた 
めの T ジアモ還に全力.を涵けるこ 
とになるだろう。 

もち-ろん、その前に、モントリ 
ホ]ルすリンビックで Y K トシッ 
クスにないこめが、 A グルー プへ 
财.あ加資格を得られるわけで’邸 
化0焦ぶが、モこに披られること 


を班がし'たいな 

n 本廊を，荒川理事長は「うン 
キング侧が惦巧されたからには、 
帶に A ダル E ブへ竊をおきたい。 
U ぶの震力は A のドとも n め上と 
も苗われるだけに、一化お A 年が 
世巧還手植'は、これまで城 k に R 
本にと「で、量乂な是睐をもつ大 
舎となろう」といろ。. 

また、 IH 护は h ホリンピック 
(馬十)にも、このランキぉダ制適 
用をちえで，いるようで、削えが、 
モスダブホリンピッタ(一化八〇) 
は、一九セ A 年に決まるでおろう 
A グル]。ブ国と、一九お儿年の B 
グループよ揣巧で.巧う、と忘った 
ちをで苗る。 

今を-の動きを注意深く原 { 寸じな 
けれぼなるまい。 (S) 

明後年、ジュニア世巧選手拖 

IHF はこの'ほど、】化セ A 年 
〔昭 S 】0第7凹が巧女子適み鶴即 
懼视をチェ n に正式決をした。ま 
た、を目のユ t みによる世ぶ适手 
崔は「世巧ジュニア遵手梅」のが 
になおし、里子はスウェ——デン、 
女子はル—マニアで、一九おお年 
〔晒 g ) にがうことが肉发した。当 
辄のユ 3 ス(设ホな下〕にお姑が 
妾<、ジュニ T 訂ホ盼ド〕忆な 
把られたもの'。 

このほか、第巧回！ HFI 蕾 
削郭晋舎が来年オクンダで顯かれ 
ることも贿おした。 



関東一円をネットず表 


医薬品全般 
高級化粧品 

株式会社0 iE 



韓圓開催、雛巧の末見通し 


世界女子予選 A 


来每 S パ丰エフ(ソビ H 卜)で 
:頸かれる燕6回 世が みす通手摧 
の アジ T ず適 A " ソ ー ン f U 本、 
:«巧、ムロ捐の3 ヶ圃 2凹 媛当り 
?械、お泰2巧9^から巧^:を 
で幹歷 ■大廊 おの畳巧球な靖で 
なわれる拍通しがたった。ここ 
までこぎづけるには かなりの 曲‘ 
I おがありアジアハンドボ！ル.界 I 
のかかえる 問罹の碟さ、多さを i 

一ぶした。 I 

第日！！サ界ホ子通半框は、 t を 
4た 国 (蕾加巧ヶ国)が、モント 
y 才 I ルずリン ピック出場權を-辱 
ると患って H ントリ--- は、を上嵩 
高の别ヶ国。 

大陸別予還のぅち、アジで地域 
も、現ホを通じぶ 卜 初めて日た国 
のエントリ ー があり、 H 本妇妈す 
る A ゾ I ン は、蜡岗で關くよぅ I 
HF 摇会時に中しをせ' I 过 F ち 
了ホした。〔ぶ誌邸韩) 

轉固側は、摇皂に出席していお 
化表が、 ハン ドボ]ル関滞までを 
かっ 丸ため、この牺点でぶ式‘かを 
にはをらず、間疆は、木周へ 蛇ら 
痛られ た。 

骑国協無ほ、破ぶ理 
事(口本協会副を擇)からの要請 
もあって、 U 月中に•凹帮*を-が 

すことになり、巧 S な讓を巧盤、 


.，をの强梁、「資金不を」を理曲に 
『韩国ではがき避けられない』と 
の盧且にまとまった。 

この結識は、 U 月8 口、韓国協 
普■洪程事剧会長から成京の城巧 
禪爭へ—電結でをえられ、閒理 
窜は了承、斩たに「鬥ぶでの聞懼 J 
を U 本協会へな縣し.た。 

いちどは「日本開催 J 換討 

a 本協会で从韓国ち帖障が化が 
選手楠、オリンビックを問わず T 
ジ了予遇開擅に意鞭がをる、昨年 
3パの巧5圆巧巧ぶ子遠ホ榻アジ 
T 韦湿を擅前にキマンセル〔リ未 
誌哪ち裏砲 J 準揣していた目未 
協 A 其鬼を、大阪〕.にめいわくを加 
けている、来年にず茫されるモン 
トリホ[ル牛リ\ピック〔男^^い 
アジ了す運よリも規溃ボルさく迪 
當が容易、などの师由で「引んご受 
ける」との排測が強く流れていた 

だけに、涩ぷ理违からの述蜡 (U 
日 U 曰、口頭)は"怠外"'。と0 
あえず、2 月 U 日から む ロミで 或 
お，廚が是の球技墙をで校する】 
ぶ，荒川唐美理卑扶とを京常務型 
事を中もに M 懼か刚をねりは.じめ 
たが、删ぶ円近い銭致の悟おと、 

醒をのをいを巧の-入国というぶ黑 
屈に直面した。 

いずれも、当辄から予想された 


擺題では ぁったが、 轉に睹者は、 

: □本協会の巧部 巧力 だけでは靠 り. 
扭れず、 ごの 時点で「日本蘭陛は 
ぶす 摩と 中る 理事 もちった。 

このため、完川即み黃は、 U 巧 
UU， 强ぷ rRF 埋爭 .に姑し r ぶ 
通しの.暗さ」をたぇ、^HF柳Q 
巧ちを# 堅した。 

これに財し同姐華は、： u 本 X 辑 
国 (2 試を〕 を 日本、扫本 X ムロ淸 
(酉を 电强 、轉国 X 吾寶国を韓 
鬧で閔 くこと を屬盘したが 、 IH 
F ■ヨ t ロッ パから-抓 遥されるウ 



の経臂や旅程で各屋の技坦ボ增ず 
ムロ辖に园賴规格(如 m xg 町〕の 
庭巧 nt 卜がないなどから、 この 
集を下げ、改めて幹国廊なに、_ 
部摆酉を3ホ国が分狙することを 
条件に、同国での脚懼巧慨詠を巧 
ん だ。 


薛ぉ瞄会は、：：：弓：^日深が、 か 
応强理事が、雖巧刑 串と®電請 
でな しムロい 「 THF からの 派遇を 
稱赏を3 み 聞で か抵する 0. n 本、 
合 巧は 销 固での-滞在 赏をぶ拉 う」 
の二 点を 碼認、 「锦棉関懼」 の城 
がょう やく まとまった。韓尚瞄会 
かを 本誌柿切巧ち别日〕までに 
なぶ 適知はまだないていず、な湾 
の蕭が もす 閱 だが IHf C 祗进理 
事〕が薛 国へ示しでいる鬥程は別 
揭の とおりで、 この 粟 どおり. に決 
まれば、口本乎] ム .は、2 duy 
頃誌辞する こを にを ろう。 

R 本隔 吿规晋で、遠化寶をを め 
蜡結齊は約娜方円で击る。 

アジア代表決を戳は4月か 

1 HK は、第 6 凹世巧ぶ 子選于 
输巧アジア 代敢 ををめる A ゾ！ン 
& 勝昔が B ゾ！ ンの醒者の試ムロ ( 
2:^戟制一を、来 f 月ホまでに 
巧うよう指 ホした。開催地は ぶ お 
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全 y 本をを述盟は、 U 巧别日邮おがで、ホ年1巧4日からな n までブろレス h (ルーマニア) 
で闽かれる强7回世界 学み 違手推〜巧子 f に山强ずる「を y 本を生運玻巧」现を〔役 因 4、通 
み 巧〕を発ぶした。 

この 大舎は、护 ISU 〔国隙大学スポーッ速瞄〕を業の一.つで、最おは2ザにいちど聞かれ 
でおり、今 夫を は、日木など巧ヶ国が山場す る。 向本の参加は、話 i 凹 (晒淵)挽 来め こと。 
全日木半 ホ遗お覃は、年巧一了 一一 面包強化を宿のあを化おので を。 

X : v パ！は、菊 池 (早棉扭)、が西(法度)、裔祕帮(円休)、丽を(，甲死〕ら4人の日本補鱼ホ 
リン ビック阮補邁宁をはじめ、を地攝学迹から推せん.きれた如 あなな かから選出され た。 

まち監腎には、を！！！本学述理事会で田中秀ホ巧 (を.： II 本ザ速现お、盤督) が 推せんさ 
れ、同程巧の指あで、2をの コ t チが決まった。 

闹属は、藤が巧に (を 日本軍辿理專 K 会お化た载聞 H 、 東海が速郁を長)が. つとみる。 
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日本、じ年ぶりの参加 

ザ生による睛賴解な公式；：ンド 
ボ！ル顯投禁は 、 FISU (国階 
太学スポーッ遵照。の世界学吨運 
于無と、 ISF 〔閔瞭乂ポ— 
ッ連盟}の国隔を吐.一大会の二つが 
ぁる。 

今一!参加するのは、いわゆるユ 
ニバシ了 t 户、抑誓のはぅで、範 
者がョ t ロッパ中ムの雜陸、を段 
を強くむち化しているのに比 f 
于ャンビすンシップとしで财規极 
をおかに脯えでいる。 

: n 古の出場は‘粥にじ年ぶり。现 
地のおを幽蜗者も、遠來0窗に火 
きな期持'をず过ている、と伝えを 
れ毎。 

ぶ語でも背 ill 報じもれているよ 
ぅに、この大をは rHF (国際八 
ンドボ—ル連盟)が、辑接閒懦お 
していないエベントである。 

ユーーバシ了]ドとい'ウと*お年 
集をで巧われたような#竿をホリ- 
'絕合鏡が禁を連想 




ンピック" 

ずるが、これほ、现がでは9必讀 
踞技(陸止、冰み、テニス、バレ 
1ボ r ル、体操、パ义かットボー 
ル、フ王ンシンダ、レスリング、 

水球)と一疆お髓技(柔道}に赃 
軒れている(な，ほかにを吊大 
会)。ハンドボールはサッカ 1 C 現 
を酷を〕、自牺本などとともに、 
ュニバシア—ドの栖 「 FISU 旅」 
の.もとに關かれる栖別の大全 t なの- 


ど。 

「ユ ニバ シア— ド」 への霞 加希望 

宜 本の ハンドボ ー ルが は、 軍半 
巧を'で祀にしで器盛め歴史を刹ん 
できたことから、お年〔一九五お) 
バリで第 I 凹ユニ パシ了 一 ■ドが即 
かれて ^55 来、岩牵大鱼規拔へ句泰 
加実現を，悲誦> 忙しで いるが、 
^ Hf 滞の规心'が屯ク l つなまら- 
ず前遐を見せで いない。 

ョ]ロ ッバの"ンドボ！ ルが が 
ホ町げ のクラブをホ体 忙して お 成 
され、： n 本はど「学を ハンド ポ I 
ル」が 駆 かきれ ていない ことも大 
きな攝因だろう。 

そ Q 流れのなかで、祁年、初の 
せ熙字主潘乎植がスゥ ュ ー デンで 
邮かれた姐は日本：忙とって翊報と 
なり、马聘、逝.6巧ユニバ シア— 
ド夏串ホ金を 麗 京で斤おう 红 する 
動きが郁んな背鼠も.おっで mm 蔬 
靖试昆、涯进一己顆巧 ち. お人の袋 
をが〔别揭 が 造りこまれた。 

しかし、そめをは、遗征营巧が 
すべて自己島祖 C 淀、今凹は-人 
約がで円。 な ことや、 IHF が帯 
極裝勢を示さを い、 などめ理なか 
ら、 n ぶ 描会はもちろん、’ 全 円ぶ 
学述お责加をぶ造り.つづ-けていた 

新 戦術 試 運瞭の場 

お ザ、 ^ HF もようやくこの大 
会へ顆ムを化うょうになったが、 
これはユニ バシ了 r ド邀觀に積恆 

















的なイブリアや、爭をスポ I ^ ツに 
埋粧をおず K . ペイン、7ラン义な 
どが I HF 巧で発-旨力を罹めてき 
わからだ、とみ'ちれている。 

日木滿をとしては、今回もこれ 
までだおり时賊爭偉で派遇の盧坦 
を•巧さなかったが、立 R ぶ芋逃 
が 円 ま卓業として堪说来、会歲を 
まねをぶ、単加に妈みが〇、代表 
团蒂成にこぎつけたものだ。 

これまでの目同はスウ，-；デン 
で2回、スバイン、西ドイツ、于 
ェ . n でを L 回聞かれ、補め 2; 一は 
IHF 0 ホみをのままに、化欧、 
西な郵が強かったが，第 3 .凹姑陣 
は废欧勢がのし卜り、島上位を祉 
ちしている。 

このぶをから、その-国の 十 シヨ 
ナルへ青った盛すは驶毒，く、各閣 
がが掠视、骄觀術を、この 場で 試 
すのが【つの特滯であるで 


全日本連•み扔重ホ却事長は 
「菊 1 巧に秦加した職、立敎與が 
马時玻柄の戰'術といわれをもット 

ホフエン 式、 U 1 リンダ ホフ卫ン 

みを接ら晴り、全盛時への酷にし 
ている。寸イドから'のとがこみ ( 
プロンジ 「。ン } シュ J 卜も、この 

時、 中很還ず (ぶ致).が身につけ 
それが绞不 、巧 山遵を(立教 t 大 
同製期。の T クロバティック•シ 
3 ットを世に出すきっかけになう 
た」 と評邮し、 今叫も「な補的を 
おみすけが楽しをだ」と期括して 
いる。 

東欧にきい「学を」擾一巧選手 

とこるで、 国 照單を巧の连みだ 

が、そのレベルはまちまちが 

というの-は、闻欧势は、各 クラ 

ブにを 籍する 带化 選手を 叢をで， 

学かナシ fL . ル"を即席 骗成、帝 

弓-，-1,^!..-:!.'-:.:ご；‘..^^^,,_^‘，；！、卜 ■ - J - ■■■ - JL / vri - lfll - r . 

曰 本、 ル—マニアらと予選 リ（グ 

FI 身 U ( 間隙大ザスザ t ッ逗强 y ル J ?- 二 T ハン ドボ ー ル滿 
安をどは、 5 巧 &^ 日、第 6 凹世巧單を頂ホ植のモ进リ[ダめ耻み分 
けを巧い、なのように党 喪し わな 

円 木の C 祀だけ4方国、 過去 3怔出場 岛イスラエルは今回はお瑶 
ョ—ロッパな外かを 0蕾加は 日ぶどけ 。 C ) 巧ほが 回. 〔晒が〕の順 梅 
VA 組西 ド イク (4 な〕、 す，- コ (5 位)，デン マ t ク 
v 目 組 ソビよ卜(，3储)、スペイン (6 棉 y イタリア 
VC 紐 ル t マニ T (1 怔) 、ポ]1 ソンド 〔7 化)、フランス，、 日本 
(を 1 R 本は4!:! ルー マニア、5 日ボ t ランド、 7 S ブラ 
ン K とが 戳のでを) 

VD 租 ュ—ゴス ラビア (3 を〕-、 K ウェ E デン〔日 陆) 、プルボリ 

了 



りこますが、燕欧勢はかなむめナ 
シ-コナルブレィヤ E を魄り入れて 
計画的に嘘化していいる。 

例え过、邮：一盾驗のル—マニ了 
は G 丘がベタ〔でホ、当咕> だし 
F ドにはビみトク A C 巧よ、同〕、 
リク{:拼ホ'、商 y ダン(別よ、 
同。などのもが見える。 

ユニバシ了 — ド骗租では、太爭 
半業推3中城内り神祀化ならば太 
会へ畢加できるし，3! n ッバで 
は、いったん就赋後、那化跋半に 
大学へ人る人もをいので、.このょ. 
うなケ I みもおこるわけだが「は 
じめから勝負になら-ない」という 
黄もある。 

本誌の調べによれな.、ず專の世 


巧 環を框巧蜡 - 
化护 国めパン 
バ！には、 最 
抵2 おの学ホ 
通手が 含まれ 
そめを 計. 致は 
W を、摇湿手 
.驶の 約 郎鑽で 

あ气 

悼杞 去いの 
は スペインの 
U 、ソ ビ王卜 
アル ジでリ 了 

みみの、ユ ] 
ゴ 7 がな ど " 

こ Q 時点で ソ 
ビ エトは G 拉 
イチエン n 、 

FP パ / ブ 、クラゥ ゾ フ、； フダテ 
f ン、マシ _ ゴリン、ホダ不ゾ マな 
どが 「学 虫」ど。 

さて、 大をは L 月 4、5、7 m 
の 3円問が4組のず通リ t ダ、 9 
化 U が窗組上をリーヶ国による ベタ 
トエィトを2觀 にか 讨，た谭が瞒リ 
— ダ、をの. あと一 巧 巧日に順化決 
を戰 (1/8 を) といぅ U 粒で、 
予邁リ I •夕を疆 3 をによる. y な 
をかをリ1グも2*化、£^日の3 
口 間に巧われる。 

日本は 別 おのとおり C 溫に摇し 

ル f マニ了、 ポ — ランド、ブラ， ノ 

スと対朝する。出中需嘗は憩くて 
も 9 j 巧垃、ちわ上くばポ 3 ラン 
ド、 フランスに職ってベストおへ 


とい 「でい るが 逆賴は.許せない。 
陵禪にル[マニで、ソビエト、ユ 
—ゴの 苛い、 グ t ク ホ— 乂は义ベ 
ィン、ブ ルボり了と いな 前 評 利で 

をる口 

資料•第 1 回大会日本代表 

0 圆接挪属蒂釋 V 祀巧强ぶ一 
过 v コ]チ醋 M 节 GK 趕義 
盾(芝油て 人、ま轉〕 、お木展の C 
同孟巧) VF 户ぶ達嘘ぶ、与細 
哉昭、中お嚴结(な 上な 鼓〕，讨 m 
陽を、森ぶ巧 お (域上醒ず)、坂ホ 
也北(みを)、諫訪担 一 〔度応)、巧 
□敬藏(法敌〕、藤睛梅(日悼)、银 
野新郎(京人)、太商恒貴(甲南〕、 
驻林姐次(阵ド火)、ホ原則を(に 
耸商科大"-堀■おな惶違乂い 
〔：巧〕選ホの所域は当時 
〇 第—回(昭那-1、スゥ ょ I デ 
ン) 贷スゥゴ T デン感巧ドィツ感 
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㈱ 三景は企業の繁栄を通じて 
より豊かな生活、 

より明るい社をを創造する。 


繊維専問商社株式会な二景 




ダループ本部東京都千代田区岩本町 3 — 2 — 10 于 101 
㈱ 北越吉景 ㈱ 東京兰景 ㈱ 甲商=景 ㈱ 大阪甲商^景 

㈱ サンレデイ ㈱ サンワード ㈱ サンライン 


■関四郞•永嶋正俊•お烏が夫•お堀申二編著 

招童•生徒や学校の桑件に即して 
段階的•実際的にまとめられた 
ユニークな授業ガイド/ 

各禮0の述動の時性、お術のしくみを S 説ずるだけ 
でをく、それらをどのよぅを手順で、どのよぅなで 
法でお導するか、を具化的.実践的に端りさげた導。 
新しい創造性に砸ちた授業娘開を遵.む先遣、轟に効 
果的をクラブ活動をめざす腊導者に贈る、をく新し 
い指導のホ引書である。 

參ハンドボ I ル…觀韶碧難波傑夫執筆 
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♦体育授業シリ 1 K _ r じ月ぁ刊〕 
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意被に補ちてスタ t 卜した 
單千•ホリンピック愤補、も 
•胆が連子権霞楠(いずれ 
もが_コナル、者誌熙 
稱〕が， S 巧末から ug はじ 
めにかけて.巧気いっぽいの祝 

を宿を巧「た。 島 

(3 月 W 口〜 U 巧 11 侣 


I n t 于時巧か良モれを云 J 
つづけて查.たか巧奉昭.盤骨にと 
って、 泣み おにみせた各思ホの 1 
勸.きは、 たしかをを ごた えが あ I 
つたよ さでをる 0 

(W ぶ徘 R ju 巧 4 ロー 
■或城」 いづの 頃 かを j 


女モ 
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J : か、畫墨留ど拿 i も^ 

日■帝 南)社を 人は么口— 新人を 「1 ホを」と呼ぶ.。 

ナシ 『 r すル チー ムに日人もの j 
1 年化が入 「で 来たみはが.めて I 


j 间体、 ザを に秋革リ ーダ豁 了^ 
I 度 植とぁ「て、ほとんどの遵 
于 が， 故畴 巧ち，。しか L ’ 〇 
どめ.瓶にも「がんでは いられい 
I ない」 といぅた な持ちが浮か ゴ 
I んでぃる。 

一. 特に、 2リ 目に学 A 势がみ つ 
宿入りしてからは、 いちだん^ 

と 熱苗がましを。ずさを じい 11^ 
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〔なかりのシュ！卜が爾が、 桌 

- 戰を四ままめ 当りがくり返さ 
-れ る" 

^ T マチュア遥手に とって、 

I ホ リン ピックといク薛 おでブ 
-レ] す るのは夢。 ここに柴っ 
I た邁キたちは、 多くの 檐 喉と 
1: 凑望を促がながら、その 齊へ 
'一歩 おづ.いたので苗る•，しか 
™ し、； ュンヘンの 時、 リスト 
- 了ップきれた 遇斗は6 が偶で 

I がを。そかぅち晴れむブレポ 
I I コー トを身に つけためは^ 
f あにすぎむ。 

-「ほ 巧での激しい競をがなけ 

れば雜いを U 本は できない」 


女 

目 

0 

本 

曰 

全 


.かことだ。 

はつらつとした ム—ド、 だボ 
キャリアが 軍. 十な 上に ものを云 
ぅぶ千め，国隙試をで、おさはホ， 

安め社科でもも'る。‘ - 

巧巧 遇よ撞に T ジすから 3 な一 

国も申しこんだ のは.「盧外だっ： 

た」 (酷原 コ1 チ〕 が、若手.にと I 

「てず撮は梢が の撫 試し だ。一 
ホ リンピック‘に、 3 大陀化泰.一 
〔1 ケ窗)が認められたの も觀 I 
報。ド 手を ずると、來聲の. 化が 
盛す 推で， モン トリホ t ル"を 

断念し なければ ならなかづたの. 
が、これでを靴が化まれた。 
「，央ふ/といク上 城ぎ わが、 

叫後年 夏まで.延びた。ホリンピ 
リク山嶺にももろん、を'こでゾ 
ダルの' ホ埋 もで.て古た」と 
盛督。す リン ビ ッタィ卡] に、 

今は、 3 年化に成長し 
ている</巧。 が 龍づきを，上撇 
化，たちも、その 脾 ま.でけ项張 
る…4 ぶ上 最锁の全目本み于 

へ、願誤な爾リ化しとみた。 


「カナダ国際ほ場」決まる 

モシトリオ]ルホ リン. ピック版 

綠を長舎 ( MOOC ) と、ホ4.ダ 
随をは、あ 年 y 打紙 日か 私の 63 
鬥までモントリオ i ル、ケベッタ 
をどで顆く『モントリ.ホ t ル々ッ 
プ〔々ホダ岡陪 田で でどにお塔す 
る描を選考していたが、こめほど 
U ぶの韋如を正ぶに认め，目本協 
、其へ通稱を靑せた。 

同大造は、 B 本’のほかョ]ロブ 
パ - r ケ国と力十ザ.による 日 か國リ 
] グの予{たで、 9 ヶ圏め幅稱国の 
なかから日-本もピック T ッブされ 
わも勾。 

「 K トィ H ル本ン」を招待 
来年 3 巧、を日本実連 

藥口ぶ莱辿お、加盤もで子1ム 
の'レベル T ッブをはかるため、か 
わてろら.外留テ t ムとの宽流を計 
陋していたが、 こ. のはどデンマ I 
夕みす 「 K トィ H ルネン • I F . f 
クラブを来年 3お、 U 本へお<こ 
とになり、 日本 協なへ 報 皆した C 
クラブは、オデンサにホ 3 ム 
「1 I 卜をちつデンマ ー クみ了界の 
を巧で、 一 化六巧ザには同區チャ 
ンビホ？ K となっている。 

全：：！击尖連'では、3お W なから 
を古运で巧われる筑 3 词 NKN へ 
を古捏テレビ。がム 王国 女ず 通 操太 
会.のゲスト チ ームとして、遇える 

ほか翔菁試を 2 試なを予を。 


3! ロツバの女子チ t ムが来 S 
ずるのは 、が 年の搜ドイツ谭掠' 
が 年の OSC ■ライン；：ウゼン(巧 
ドイツ。についで 3 度目。 

R ぶ强を拟ホめ尚がが、賴自に 

ョ—ロ ツバ'子 r ムを巧くのは被'あ 
てのケ J スで去る。 

ホ子実業固もサ t キット 化 

金 H 本棠虚が、ぶ毕度かじ女子 
のを6本実葉団愚手植もホ}半ッ 
卜化(.宮 地転戰 にょるリ I ダ。.に 
踏み切ることを 朽’ おした。 

ナャ ンピ オン*柬京を牌 
て棠(莖思なだ 8子 J ムがを加 
する吾向. 

まち 2 闷 U を迎える男子は、 
新わに、蛇キ 2 巧比岛.で则く苹 6 
回を歸実第团卜 f ナメント恐 
2 ^ - •"ムを如>を、 月于—ム こ请わ J 
す占かで給討が遮めもれでいる。 

與 みとも 5 月下なに 開 帯する。 

罕遥遵おを： n え：が速は 、 US 

理事巧る.巧 U 邮むで関いたを 
昌 舎で，腊捂阿をに化ってのみ秀 
ま巧(中大化.)、を日本 協 舎派逍翊 
事と することに化めたみ蓝極巧が 
U 本蜡な代證呂をつともるため。 

!>本誌 丽号5貝3 段目「 
モロッ n (加盟申請中ど 
とあるのは、顆。につ童齡瞄。 

V 同日巧「抽毕お会計喘を■，父，山 
」 のうち、『巧聊销(音職 M 誌】」.の 
(含燃関茲 V お誇りにつ壹削臨。 


訂正 


本誌は一月はか刊。次の発巧 一 
は W お2ぉ一日です。 I 
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口 * 巧重偽王棠親す会巧 




銀えめかれた7 才！ ムじ こそ、 
メカの真髓がある 

■ジユ I キミシンは精密王学の結晶とぅたわれる富級品。シャ—ブなスタイリングで、そ S おを寓めています。 












日本協会規約の改正について 

_ 大野金一 

( y 本 協会常備理带) 


今凹0日本楠会媪約な瓦は、従 
来妇評議封をに巧えで巧議員制を 
採用し、これにげいをホの体系を 
盤喘するため.に单がな左田瑕式を 
とった もので、新しい化歲昌制は. 
個和五〇年-ぉ_ m から靖足する 
ことになりました(附則 U 本誌前 
をな頁)。 

一、巧謝員制の概要 
こ好巧議員制の-撰巧は、挪をの 
よりお主的かつ活茜な迸営を齒る 
ことを in 的としたものですが、化 
謹呂制というめは、閉がの息思決 
定礫閣を構成し證がするために進 
をされた巧歲胃によって構成ずる 
化譲当においてその向がの息思決 
をを しようと するもむで、たとえ 
ばわが国の衆憲院語〇は化議±と 
もいわれています。 

植來の円本協を評議巧をは、お 
質的にも形ま上も最補歲決贼関と 
して位置づけられ、そめがをした 
ことを執巧部が執巧するというち 
ぶで、巧議員制と言ってもよかっ 
たほどでしたが、ただ梢成四悼の 
舎お.が当粮評蠢なになるといさ達 
がをとつておりました。猶成琉が 
の会長がおホ的に遇なされておれ 


ばこれによっで構成される評議員 
会も民主的なもので去るはずだか 
ら巧来の評患むであってもいいで 
はないかという意.見‘もお-ると思い 
ますが、嚴梅には、化歲主ボ各が 
道府踊プロバ'—の事巧を姆理する 
知專と邁 って 国崇咕な义蟲でモノ 
を考えるのと同じように、：議具 
は、 . n 水瞄をの立場でその產ぶ方 
許を定める Q がその徑割でありま 
す。もちるん巧謗昌も、地方梳を 
なり加盟间ホの巧弁者としでその 
利背をお映しつつ、日本協をのけ 
き方を化定するということになり 
まずり 

〇代請員会め権阻 
化讓昌会は、滅益の最荷嵩が槪 
関として、捕前巧な正、予算、事 
集計晒、张进、卒業報をの承試を 
の贴瞄をの皇耍お項の議化樞を有 
するほか、装長、副を民および鑑 
を選出の措限をもっています。ご 
れは视来の評謡員金の框贩と同じ 
で、かって評慧县会め植限を大ホ 
に單爭な等に委語したらという意 
見が評歲員をにおいてザましたが 
これらの檀限は提少姐が惯'のもの 
で、審證時問を澄館する.ためには 


爭業計画、爭業帮がなどは雨嬰な 
爭業に股：って村藏すればよいと思 
います。 

なけ歲負の遵巧 

化雷封恃、.各都逍 f 協をおよ 
び全国述盟〔いわゆる加盟聞ホ〕 
が遁山することにをっ一しいます。 

遲化する化黨回のを數は、を都 
這廊県擺会を一をとし、全国述盟 
は、爲約で數ををめないで代議旨. 
ム巧め議がで数を決定または菊吏で 
きるよぅになっ でいます。- した. が 
っでを国連盛についでは巧證目会 
が歲みするまでの單みの間從来の 
評議島のを数どおりを-をとして 
，あります(附則 U 本誌前み U 其】。 
なけ議頁のを期 

巧話县の巧湖は、化の扱員と同 
様 I 年で、このな期は昭和五〇年 
一月一円から起禪されまず。そし 
で、おをくとも巧挪が切れる日ま 
でに化期の代議員を選巧し.ておか 
なければなりません。如巧の巧議 
昌についでは、おを^とも本年束 
日までに淫斤ず髓をしをければな 
りません(附則り本諭前を巧頁)。 

新をめ化議呂による化議貞なに 
よ「て搞しい執巧部を逼化するこ 
とになりま寸。 

〇 巧银貝会の 会 譲 
化議貝をの巧集、を.则会と臨時 
鱼、をを数.、表決の方法等従来の 
評議養会の墙八口と全く问構で中。 
たど、捉来の評議回.尝には、描の 
評議料にがする権限の妻巧と、み 


協会巧郁の者による朽理巧槪のち 
ががが用されでいましたが、無り 
にも慑な的すぎるので、新しい化 
謡員会では地め巧議おにおする議 
か植の望をめ方法めみにをっでい 
ます.。 

二、 活発な巧議員会は期待で きる 

か 

今回 Q 麗約巧 Q 曾接のき「か 
けは薛がめ評諸巧をの化^が患 
か可たことにあり、桓回それが辭 
留になっていました。日本協会お 
ちに支障がなければ、論證は不要 
なわけで化贿率が悪いとと自ホ黑 
いことではないという理くづも成 
立ちまずが、日本'めハンドボ I ル 
押の熟抽と摇九を抵敢してハンド 
ボ—ルの血日瓜向上忙巧めようとす 
るには、を巧議貝ゆ熱蔵とアィザ 
T に脯れた活発な患請が萬まれる 
.ところです'。 

帮證員会の出席率抵調の原因は 
いろいろお「をと思います。奔臨 
会の避長は八ム私に互り多忙な方も 
をったでしょう。しかし化理出席 
も認められていためでずから掘が 
叫な邸由にをらないでしょな。む 
しろ巧即化席の壌々の旅實员化の. 
問魔があったかも知れません。规 
淹評義 A にも腺赏を克給する.こと 
を前蹈とした r 旅費規程」が.をり 
ますが、評歲打はこれを稱退する 
稱则で、巧議員にな「て「疏黃掘 
捏」の改正とホ赏化の問題ボ残っ 
ています。 


また、評嵩員会に化•断しても議 
論がなくて闹白くないから、場所 
を遵えるとか、他 Q 巧孕と兼ね合 
わせるとかち-足たらという盧瓦ち 
あ-つたようです口しかし、鬥ぶ綺 
をめすべて因巧動はず群および巧 
箭に集約されているのですから、 
その宴藻を適じて協遍遥営にがす 
る批判も十分巧鹿なわけです。 

納祠巧上.り-も.おずハンドボ ー ル 
に觀焉があり、去してある粗.度聞 
問的に融通のきく人を通巧ずるこ 
とが、化歲巧会を活维にする第一 
の条件となるでしよう。 〔了。 


代議員の届团始まる 


H 本協尝新規も(前号摩照〕に 
よる新制度「代議封. 准」 は、いよ 
いよ1护巧彼に 施 巧きれるが、各 
都逝陆県胁 を、 各全 画 連盟では、 
化歲月の還化を為いで おり、 早く 
も、巧のを化が、 日本 想を へ、 辄 
化け惑归として趕出られた。〔到 
署傾、敬称嘘。 U ぉ您 U 現を) 

な 兵庫常松喬(県協な会長；} 
〇 秋旧巧 利■弘 (県協会理韦長〕 
〇 埼ぉ違酿健次 C 県挽 普 理事長} 
〇 お聘ホ货其一郎〔県協をな烏〕 
◊群括.；网棉燕(昭输を理爭跨) 
な 館本岛巧秀闽〔恥協会副巧寧 
長) 

クを H 木孚連藤が巧 (举 連な長 
化 巧) 





















明日を創る 



巧巧巧づくりをはじめ、エ巧巧から 
巧力•公ぎ防止裝がまで、な巧•非な 
を巧を逸ラインのシステムをつくる 
企業/それが大同殿が!です。 


女万 HI 

取締巧社長武田喜= 

本 れ■ち古魯ボ中忆祝 * r 口 11-1 が巧化ビル J 
ミれ*ミ崇；おを，太吸*巧岡* iiu ^にお 



俊敏な動きができる新鋭 —— 


先制哦撃』用 


Onltsiika 競巧に適した輕くて動きのいい- 

i ^ a か r # iK / iy ド#ホ-化 


なほををちえる持合スポーツ巧品パーみ一 ザ ニ呀わな£1这な 胖戸 ’ ホ损 ‘ 化な ‘ 巧岡 ’ を古居 - 化を-かな 
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日本ハンドボール疏を公:誠球 

■'ス 康•立ド 

•ハ。 スワークのさえ 
• オーソドックスなデザイン 
參ハンドリンダのよさ 

顶丽廊。，的株式会社 




:興 * 〜 


抑--.. • -八 

部:,，.聲 ■：% 

歌-..:’-’ツ却た—.-. _^， 難 

W ： ' OFFICIAL 

护 fWL 啤.:：：^ 

msm 

潑驾靈纖 


rAHF 」 問題進展せず 


了が T 競技ふを種 H への-加入や 
IHE 〔問阪八ンドボ E ル達邸) 
アジ.ア地域加郎酉の-靖加 にと’ をな 
ぅ「了ジア ： c ントボ]ル座溫 J(A 
HF } の結成は、 IHF が、バキ 
义タン ( IPS 石 ホ加盟固)らによ' 
っでお縮されを 「 AKF 」 を畢票 
L 場めないを驾を示しとわめ〔= 
本誌丽号猫邪)、をめ褚、この問 
强に納する進展はなく、パキスタ 
ンなどから-め.，反応"もちえられ 
ていない。 

また、 TKF も、各地攝(次陸 
別。連盟の殺成に閱する恩賴を化 
成す'ると云いながら.、その作慕は 
南まりはかどっていないよ弓で、 
IHF からの隨示を巧っている湿 
巧和姜！ロドアジ了遇出却事 (n 
本 B 会削空.長)も、融き 出せむ ま 
まだ。 • 

腥 ぷ理爭は、 乘中 早々にも、 ア 
ジア池域の 1円 F 加骑 国を訪れた 
い意向だが、アジア规挑 連盟 (A 

GF 〕 加蹈国で、 IHK に 加って 

いないパキスタン、申： E 、 バ—レ 

1ン、ィラタなどを、どクお姬ぅ 

'かが^<;きな閒遇で、 ugutrr 、 本 

誌の 香 間にが.し、巧邱爭は「で鱼 
るだけ早く1 H F に加おするよぅ 
動きかける ことをち. えたい」と，往 
目すべき発-ゴロを巧っている'。 

去お、 U 本協当は、ごの間顏に 
ついで、あ-くまで IHF め责がを 


最赁先する驾えで、.なのアジア疵 
摧大呈 まで、 ちと4平あることを 
どから、「当みのちいだ静抱」ゆ 
お麵をとり-つづけていろ。 

なお、来擇 1 月タク Mi 卜協禁 
が睐く 「ク 々ュート瞬獻卜！ナ/ 
ント」についでは、 U 巧中巧まで 
に、骄しい情補はない。 

ア太舎は (ンドボールを新 
S 年：！ 月な種目に加えたアジ 
T 競技 A おは、化め 第9 凹大会を 

イスラマバ]ド(パキスタン〕で 
測くが、このほど、その口輯が一 
かわ 八年 C 昭 B ) ：：：^ 月 巧 U からと 


を襄きれた。この太鱼でハンドボ 
I ルが行われるかどぅかは、いお 
ん不明である。 

日韓高校大会再開へ 

U をホ撼姆国潜を流をお 委員 祟. 
は、. この. ほど、 円 超： 高披 K ボーッ 
装紋兢おをについて、明年は3本 
お 故年は 掉 面で、 これまで ど お U 
哪蹈 するぶ針をがめを。 

巧谎な尝は，今器.、 辞国(葦山) 
で C ンドボ 3 ル (男女) など 日就拉 
が 巧われる で是だつをが 中止され 
(り 本誌 脚ち 赛照】、こんごの成り 
呼き がを目され でいたものだが、 
韓国脚め-強い耍迈 にこた えで、お 


年再關を 打ち m したもめ。 

しかし、 体極内 部には侍を困と 
の交施に被討を 望む 声があ.03年 
情から^!樸様替えされそぅだ。 

ダラ ノ亏 —ス 来日へ 

日本骑会は、明年の'新シー‘スン 
酣蒂国陳試合の^を遥めていた 
が、 こ 掛はど スペィン 男子 「バノ 
^マノ义•グラノラ E ス」(一九 
七 S 年度'スペィン ー 咕】のお円を 
化めた。 U 程は 郎ザ3月？5 りから 
4パな：！！ までの モ 苦で、 能 本、愛 
却 . C 丽耶巧〕、 お阜、棘岡、 神巧 川 
C 揣疯) で5試を のモお。 


タゥ エ！ 卜をが提唱の了ジ了 
述稲哉1 ぶ横逊をはじめ(ンドボ 
t ル界も、雜しい了ジ T 惜势の 
能波にさらされることになつ 
お - n 本揣黃として苦慮してい 
る.もむぶ驰霜しますが、ここで 
匙たもはもぅ一度貞のみボ]ッ 

マソとして樞り 返つ 切り離せめか政治とスポ 

でみるおおがあるめ 

ではないか々 

例えば"日本のおががが枯构 
にを湾は中国領上の一部と謂め 
おことを我々も巧定することは 
できる〇し'かしムロ梢で午べての 
か学'投に C ン'.广ボ[ルポ义卜が 
あり，；：ンドボ—ルチ 1^ T かを 
巧するという も 耍‘莫瓦逃がして 


捕ならない。 

了 ジアの中で我圃忙とって 島 も 
強颠 だと 掘 われる 中国よ当姚'の 上 
うにをく 交.流したい という気 おは 
楽らないが、 これ もハツドボ—ル 
マンと しで 輔 枠な 目で対脏すべき 
と 愚う e 


の中 

舶春には虫モ拉巧谨丰植のアジ 
T ず愚でムロ湾と巧るじとになった 
が、これを截造にハンドポ]ル愛 
が舟として円本瞄尝もを了ジアと 
なお流を'つづけ、"ンドボ t ル•か 
こ0地域で沉战するよう巧め.て-祝 
しいも巧で.ある。 


まを 中岗や朝排 民主 お覇人民 
お和国などとの接袖をおいが来 
当髓 実現され る，なのと期辖して 
いるが、少なくともスポ[ツマ 
ンとしで政をを掉ちみむことを 
くキ然をしお强应で接しよろ，で 
はないか。 

口ぶ脯安がこめを 
勢を崩さず型掉しで 
呼くことを 遗んでム 
まない々そぅすれば 
曰ずから.道は 熙 けるものと悟ず 
る々 9る ィランのアジア大会で 
いくつか3歳技に狂いて r が賴 
拒巧」 がぶられをが T ジ T ^:ン 
ドボ—ル界で こ' のょ.ぅな#不串 
なで， きごと" がおらぬ こと も倚 
じ おい。 〔ち ホ虽 が.■巧稿) 


!ツ 

溢章 
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3 冠組う大同製鋼が中、む(男モ) 

〜り曰か，り全日本総合選手権(東京)〜 

がぞビ クター追ラ立石重機田村結 


II 今 巧 0 日本 ハン ドボ ー ル 巧 II 
I を幡決箭、ホシコホルチャン 
ピオンチ I ムを決める第骗回 

I 全 R 本踞合遗み摧が、 S 月 U 
L 日からな口までの日巧閒、蓝 
おす駄卜辑の畫お体肯舶に、 

を留鼓强男子 U 、 女子にチー 

ムが摩，加して開かれる。 

をソ トリオ.— ル ホリン. ピッ 

夕までると 1 年7ホ巧、ホ手 I 

は凹巧通于崔を1巧禮(了ジ 

アホ 遺は3 み 月 極)に徑えて 

いると 遣って、をチ— ム、 备 

遇をの盘祗は、例年をし&ぐ 

盛り上りを 瓦せで おり、 好巧 J 

墙の融巧.が大いに期待され 

I る'。该勝ぬ巧方と話賴を碟っ 

|.でみた。 〇辭集部〕 

藤中、中井をで「ま 上 最強」へ 

な勇モ(韋加3チ！ムを4于—ム 
づつ -4 粗にかけ予湛ト ー ナメント 
各組聯晋化よ「で決腺リ—ダ)。 

前年標勝のお同制绩(愛印)が、 
卫酿を守り抜くか、化チ[ムが奪 
還するか、が麗点。 

このところ日本の晃 f 界ほ ，大 
間"でなけれは巧も H も昭けない 
避じ。 


今シーズン 上半期は、 必 しも跑 
好點とばいえず、 全 U 本 票团で三 
頂〔審 が) に、日大都市で を太阪 
に不觉をとったが、. 9 ぉの東ドィ 
ブ (世界2 怔)徵で太 健斗、3.— 
けど 蜡販 した もの-切、これで鬼生 
に、 本来の 執 道へ 展った。 

奴 城拭がでは 4 試合で符盘 W 、 
失な： かとい ぅ 圧倒的な強ホを 示し 
特に、決腿 Q 辑を * aw C 大阪〕 戦 
は前半完封をやっての けでいる。 

国階 飯の樂力を諸る藤 中、 中 井 
をはじめ-化稳 、松原、柳川が と 5 
人がオリンピック接補、このなか 
いぜん单 n ぶ級の力をもつ巧者- 
野 m 、 ベテラン 舶祕 、を U 本への 
玻赠に燃える G K 柳 川：： 儿をの布陣 
は、智 々と 「ホ主 最强ナ ー ム」 へ 
Q 竜を尚め ている感じだ。 

奪還の期待、湧み、【 II 景をに 

大同を腎 かす チ f ムはどこだろ 
ぅか。 

具っ向から. ぶ.' つかって 倒す 辨巧 
は、やはりキャリア盤かな遵ホを 
揃えた澳お薬為、 1|_ 贵、犬暇イ E 
グ ルス あたり化限られる。 

それに、チ— ムカがフルに沉禪 
された時、 という条 什で本叫技研 


舞鹿 air 重。だ。 

また、中大、早ホ、法次(いず 
れも東 お) め 單を贸 が 「打倒ホ同」 
だけに箱点を. 殺り M 難， を街づ 
てくると、場兜力があるだけに'而 
扫 ぃ。 

潰永は、 い请ん木 邸(ホリンピ 
ック 候補)、高橋への依耻歷が強い 
が、極積*津川(ともにホ リン ビ 
ック候補)が、チ t A に溶け.こん 
で思い切「たプ レ— をおせるよぅ 
になり、これで-商、 戸 巧ら，へ テラ 
ン 。睐が再び活き.はじ坡、時味が 
がてぎた。 GK も今ホ風はか、を 
据していた福井(中兒大)がよぅ 
中く數别に加わりはじめて いる'。 

III 県は、睦 々木' (ホリンビック 
愼補} が 紐彩をとりもどし、加旌 
高製、巧膊のほか、山が、 川 島の 
兩骄热も社善人の ぺ I A を避をこ 
ん できている。監督が，国悼前に 
なち.氏から 毒 田建男氏〔中人か、 
FP 廉じ} へ 巧ったが試か通び 0 
巧さは巧蛮ら. ずのものが あ-る。 

太販ィ！ グ .ルスのまとまり も お 
評 Q あ-ると ころ。 クラブという C 
ン デを背ない を がら、 つ わに トツ 
プタ うみめ乃を維掉しでいるのは 
たいしたものだ。攻些陣は池本、 


を连、福井稔、 f 孝らで、 乎回 
く ボイ ント するタイプ だが、この 
チ— ムの強味な GK 本田 〔ホ リン 
ピック 艇補)と早川を裝とする デ 
イブて ン みだ。ずりを固めて、巧 
みに 相手.を自 かぬ ぺ t 夕に 靡い こ 
ムで くる"陆 * は 独得め もの。 

惑星、本田ち研と学を譜 

本旧技は、 佐膊 、斬実 A ともに 
ホ リンピックー^〕といな左ち両 
巨抱をもち、扭上、柳、長 お W 、 
隙田とシ卞]プな FPH 陣を形成し 
で おり、 GK 拙呼.(旧起-ド’田)も 
ベ テラ y らしい巧 守. を齊るが、チ 
] ム单をに謡子の波が 難しす 章る 
欠点がをる。 

ひとた が與いにめれば、悬上怖 
へ かけあがる 夾 力があるだけに 蜡 
しい。 「テ E ふに 取がでて きてい 
なので、ず年 こそ；：‘，」 とが 岡薛 
巧も 散り故 「ており、 披大のザ！ 

ク■一 小 i . 乂に'地して おこさな 

さて罕を架は どぅか。 齡定享生 
秋季の t 拉峨な月)を極で いた 
実業が のよ 力たをは一 描に 「調子 
づか'せわば.，：：」と、チ]ムカそ 
の ものはあまり覇戒していない口 
ぶりだった。 

しかし、巧の願若、 川 抑、 力の 
菊池(ホ リンピック 候補〕 が利ぅ 
ばる 早大、 蚊本大 熊、、蒲生 (ホ 
リン ピック 候歸〕 もの中大、お 田 
G 区柴 E (ともにすリン ピック掠 
補) を もつ を おと、幽柬各校はお 


ホにない轴をが ある。 また、 M 立 
をごが都)も早、中、 がの ょぅな 
:迪ホはないがぶ搶、入江らで华を 
チ]ムには、めずらしいほどを巧 
な試を運びをおをる 4 

例年だと、全日本学 中 理手疆の 
終了で いったん 照張め糸がほぐれ 
るためこの太をは、実力を発 柿で 
を」 むままに热るヶ ー 乂も目なつ 
が、 带を巧には、 「モントリオ I 
ル-ホ リン ピッ タ」 が巧会人とは 
比べち のになら めはど、城い遺說 
となって枯 化して おり、 その'思蛛 
でも今年は、燃え かたが 違ってい 

るな 

1回戰かを「決粉なみ」の激突 

ところで、これを の t 拉と日さ 
れる各 ホ E ムは、いずれもず還卜 
—^ 十ぶント で戲 しい星の つム しあ 
いを賊じ、 症 川：！！‘ す祕会胜 争 おに 
いわせれば 回 載から フ了 ィナ 
ルの巧 宵が 望みる」。 

とな わけ、早太 X 巧大 、读永 'X 
^ な、1巧觸屈指の が ヵードだ 
し、三 展 X ィ[ダル K 、 大同 X 病 
おをど。镇腊 "に醬く 一郡 だ。 を 
を戳はを廊に とり、を W 古を立の 
不振を草ぐが踐。早棉旧^强张 .が 
が取で 志る。 

また、が早(ホリンビック顆補レ 
乘、茜 井、井 丰らの太 隔電壳 C 墙 王〕 
地魄ながら大江、ム叫岩本らで 
力'をつけて きている 一.1 襄レ大巧〔 
に岛〕は一つきっかけをつかめば 
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を 画戟稱をかき孔すことになる。 

が年、法大を'術底的にましめ-た 
S 费ムロク(巧奈川； r 蒂 1 稍にすべ 
てをかけるを都ク、巧城哉具、海 
上庇崖〔歷児韋 ') ももこの舞，巧へ 
壁場してくるにぶきわしい力と技 
が南り、おカチ r ムは輯巧を許さ 
れない。 

高彼チャンピオン•文留來エ高 
(福 岡) の 試かぶ.りも話顆を集め 
よぅ。 精 戦め梅手が 二- 贵とはき つ 
いがを々 しい 崖斗を淵待したい。 

を目の立 石 X 重機戦 

ぐ 女子〔拳加巧チ f ムを4チ ー ム 
づつ3疆にかけ、モ蛋卜 r ずゾン 
卜各.机 晩 者によって波膀 yT ダ、 
同2四戟敗者によって4化が幡リ 
t ダ〕。 

2述勝をぉぅ111本ビクタ} (紙 
域》 と、田村が 〔ご一瓜) 似诀腺リ 
] ダ逍 W はまず固そうだが、残る 


一つ、说ち(能至 X 帘お重褚 ( 
東京)はず断で拿ない。 

立おは、か年まで太がデパート 
(熊本、盛部)で活厲したな山、 
該の、山下(いずれもを U 本}、 
大临霉责から校った GK が田(を 
日本)らを中也にした新于 t ム。 

八も H 本ち葉回 C 7 巧〕、国体 ( W 月) 
とも3なだが、シ}ズ\ボ深まる 
につれ、子 E ム4:^を引き上げ 、 j 
部には「按臟最宵ぶ」といぅ声台 
あるほど。 

しかし、垂概も、摇勢8人と巧 
ち駒に不安は4のる'私のの、国巧千 
ンバーリン■かも庶(を日本)が 
を陆両面で、すばもしい励きをぶ 
せるほか捆地、(を日本)、折口、村 
上、町田、ホ川、 GK; 二紙とそつ 
のをい顏ぶれで、これまわ「媛陛」 
め呼が声がかかっている。 

つまりは*が聴"にも見合うが 
力—ドで i 点ををう激戰必-击。丄化 


- n 「 n n 

植せ ri rin ri ri n . ri ri 一，！ ' rr a pn 1 ^ 

すを c 連区地迪連連迪連連区連お逼述速お y 通連人連連連虚#心地通舶 J 日で 

、地； 隙胃地会 回皂- を 会 を極巧巧置女 

类西摧 ホ^ '' . 


〇 〇〇 - 

選 & -F t ド： E.!-'n 「，3! j!!if . 

略 S ^蕾摧 ホ卽^東揣 y 卜 お 蓋陛滿日}.^ .-. i は 

：!バ了 f 人 常-職実人本.域本テ 国 本 本ダを十；口 〇,含 

法ム i 学お预自教 i 辜日决ザ教 R 実学半龙带実高日実開巧：！！ 一^^詳 

E > ^^ CCCC ( c —^ L^/%cccct cccccc (( c(cc ^ EbF p i 

を^ T 鈴屋大大恩商屋义ぶ国太品站大員满1'%じ大業大木裔お気ク乂】聯がむ^巧第 

ルンを . W 。〇体ェ >.. L _ K 夕決明謂 > 降 


回 


i 日 


第ず 


巧夕政 
旧都 


の 

化 

稲 


V を—驶 

上イレムロ 


留 


阪墓春 


本おを早|二义おん：二1一1中涩太岡巧大 


被.，棍 ... ， 虽.‘芸ブ 


一議蠢同ぉを咎村崎花だ 

立禪東東 U 日大円大東東日 


おはお野(を口ぶ)、石井、植照、 
療 m をたりの動きが力半だし、ま 
域も、ホ控胺が当城マ] 夕 される 
だろぅから、を⑩ ハンデを 帖の連 
手がどぅカ パ ーするかにかかる。 

自信じ滿ちた日本ビクタ— 

追われる むち 摇の日本ど タタ t 
は' 画ホで径勝、自厦に褚ちてい 
る 0 

威 野、镇閱、おおの安おに加え 
て蓮拉.がぃちだんと规さを増し、 
加賴〔全 U 去〕巧遍墙もめぎまし 

、 Q 

このほか、地巧、阿補の雨べテ 
ランが健をだし、穂福 (無 口木〕 
も、骄人らし かも 叔プレ—を見せ 
る。 G 区は渡遇、鈴 本(を 口ぶ〕 
と报チ]ムを茹しがらせる二执を 
掉ちぶ 全 だ。 

旧が おは、‘- 一をボ、松 T 〔全 口 
本)、挪山、を出、择水、和 乂サ、 
新人•河田 
〔全りえ.〕 
ら若い パン 
パ—を巧く 
yf ドして 
おり、を年 
の 通さ、巧 
さに近づき 
つつある。 

GK は义保 
〔全日本) 
で無難。 


〇 〇 5 j ち 
日日4 ( 巧 

え 9’ C -： をみ 

7^7*? 予を 

が 


d けけ了が 
口日扫垃枉グ 
3 4日 H 3 I 
劳带部 N 带リ 

I :; 


輕視でま访日立、大崎毒気 

立ちまたは敢槪、田が新、口ぶ 
ビタタ]の案'力は正に祗 i 重。 

別お-をぶると 


を3 6 9 8 
ブ5 7 7ち 

情巧巧齡拥 
岛〇 3 5 2 
^2 312 
馈6 2 i I 
溃：:…‘ . 

^ so 6 1 

戰おレ ini 
対立レ 
の 

強 〇 


負 

- 

分 

聴 

ら 


日本.こタター が 
他を しのぐ岸を 
だボ、9パ南都 
で立が に 8 ^化 
で主を つけら- れ 
で おり、 菊餐ほ 


I 雪れない。 


± 


日本ビクター 


心すは、 お 崎軍気 ( 


レ戳 


埼ま、出：^额 


ち 蛮 斗 
今 

ビ 

木 


日みは日立输本〔お 
如木。が、211峭 
太に裡をでおり、 
*7*^4 誠あまり、決勝リ 
6^^成—ダのことばか 


ビ虑那お 
本を村 
日最巧な 


り熟にかげてい 
ると痛い目にあ 
いを ぅ ひ 

大綺 ほ、 太場 (を 日本5、肯井を 
で裝融の兆を-巧しており、 U 月は 
じめの壶京透を極では、日ぶビタ 
ターに 8 1U で島る。 

昨年、太施制を聲きおこした口 
立は、ゲ—ムメ ー カー水がの退な 
が予墙外にひびき、今シ5ズンは 
恒迷しているが、猜井、山井、踐 
画、肯旧川' 小根沉、 GK 萊巧と 
力は蒂ちていないのだかち-、 U ズ 
ふをつかめば商び曜進が期巧で.童 
る 0 


ど一っ挑む大谷高 

孚を帮 はどうだろう。通すや閒 
係 者たちの閲に 1- いつまでぉ 実業 
拙から相ホにされないのでは…」 
との*自党，がすもえてきて狂り 
お本(全 円本)、 報川をの日 体 太 
〔康巧)、西西、橘ら妇東なぶ 体太 
(戒 京)、山田、を酷らの爭ち太 
〔典な) など顶釋はか けられる め 
だが、 口 おが 円か 一にどうか、とい 
う相度で あとの2なは苦しい。 

むしろ火菩閒(ふ照〕が、 m 村辨 
にどう挑むかめほうが興味深い。 

ィンク— パィ、国体と：一 魅を 綺 
り、をの原動如となった h ! k 强 
淵の-狙力ある玻擊は.、今大を患盛 
の一つに狱え.ていい。ほかに、 今 
井、 木が、 GK み W など無欲でぶ 
つ おっで くると、口が概ちたじた 
じとなるのではないか。 

タラプのうち禪山な 〇 G 〔山 U ) 
は 田中、日 井の攻舉力に賴り、南 
巧夕(京南】戌、関贵军ホ 日 G で 固 
め、 刪 人技は害業団に逗 おりし な 
いが、祕判虽に不ぶを該中。 

己菱 レ、 二和泉鼻破りけ表 

▼全日本挺を•実達男す第4代表 

ホ定戰(巧巧^2円、 お岡エが宵節。 

二一華 レ乂之;南を具 
一 lu —7」 i わ歧卓；} 


其層〕 

►同-全国社貪入男子，巧地弦け 
表ホを戰 ( u 巧3 U 、 お古お。 

京荀ク7而^^ G 一日蒲耶苗 
〔な部)115(養知) 
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早稲田の頭上に初の栄冠輝やく男チ 

〜全日本学生選手権•化台市〜 

女子は 日体大が5 連勝の偉業飾る 

第巧回 (央子第 W 回を 日本学 中道手權は、 U 月口骗を或、の日から别 U をで帖ムロ市•宮城県ス 
ポーッセンタ[ (舞1、2日はお化卫大ホ肯脑が用)に、ん主尚知学連推せんの男^^お、ぶ子巧おが参 
加1 トーずメント で争われた。 

第 子は、太な 前め 姐を入口わせで有力极が帘張、 が 盤から、 嫁しい戚關となった C 

賴に 2时戰で、前年撮聴のを賊(閱東.) が、大阪 かぶ. 〔関西)の遇いぺースにはま U じみ 白喊、そ 
のぶ 化大も W お 化〔凹 聞) に败れておを消した。 この-ほか 日体(.関鹿) も 早禪山(関廉)にお服、 祕 
局、 化 艦は早棉田 X 中 典の閱東おが、初巧聴をかけで封峨 、熟削め 末、早郁旧が岐お昭巧巧年部部拔 
来の； 宿誦 をはた した。 

女子は、' ほとんど 故.乱がなく進み、日が X 京 京 も体大と関 お同 ± ⑩诀 腺から、 U 佑が 日シーズ： V 述 
髓日度目の搜 S を骑「た。 

このぶ をが東を、大阪な外で顆かれたのな6年ぶり、 邮をボ では 巧 日问大を(昭 W 、 U 人 制)據お 
めこと。 来年度の 大 をは、 U 巧がめて 九州 堂 遇(化化が すのず お)め半で巧われる。 


京都を大、芝工大に辛勝 

福井大は化太を破る 

V 男で1固轉 

化 政61^日1日おお学臨 
(漂お〕(お北) 

大阪隻3で，巧 搪 
(閑西(閒董 

狀骂修道5 ^7 17 南 ん 
(中巧国)1广 s —7; l (與を 

尚去社乐帝化乂 

(閔西).里ぶ—6 Y (案化。. 

岡山太21^だ—4で金？^ Hi < 
(中凹壁} lu !5」 t - (化信强) 

京都馬大日—目 一 i お浦工大 
〔醒巧} ( 閣董 

を稲の8、9 I 兰〇を 城 
(関栗〕^早—6^1(柬海) 


n が口 i 9\: r , 瓶岡大 
( M 東) 王お1」1(化 加) 
リな上宮城県スポ1 ッ お ンタ I 
中 お i 1/^7 I 日 一3 大弦大 
SB 2- HI 7 Y ^:贼西) 

被井大 I 言1日一目部 太 
〔化睛诚^ 11613,|目 が海遊) 

東を 教た 8/日-^ \2 福 岡教大 
(闡南〕1而[7;1 (か曲 

大阪摇大 7^817 東なお芸 
(関 5 1 广 火 轟 糞 

日 ぶ 日 { S . ^ー マ 巧 兩 
(関是2瓦 fcj ? (閨遇 

九 她産大9 71 贿山学院 
(化扭 1 皆13;? S 西〕 

巾 夫 之 S ^旷仙 ムロ大 

(蹈裹2皆！5 > S 化〕 

慶 応が阜大 
(閱裹 $费 


け 喊上恵北工大怯育扼 
〇 : f . 码城 sc 遍場では、ダ E 夕 
ホ ー义商王‘」坑都度丈 X 是 H ぶが 
予症どお 〇 もつ おた。芝工大は立 
ちをがり好淵に 3 10 としたが、 
を産大も盛り-适し、 一 遮 一 お。 

措半化かすぎから、 ミ エ大は西 
あ、を酌の祐曙で抓か ui と煩 
怯 •に立ったが、太昭の姑場 (5 か 
間。でぶエ丈にな狸の概金を与え 
如か U 、しかし那か 7 M T :( 
を駒)、がな西於のポイントでどう 
にかを座大が逃げこんだ。過ぶ 8. 
同場髓の-里 王 大ボ i 回微でをを稱 
すのは史上 初。 


岡出呆 X ホ 於て 太 も措微 。とも 
に 玻擊が中央に 巧奇りすぎ たが、 
わずかに岡山が がしな 睐で瘦半 5 
か S —4 と骗 いた。しかし、金抓 
も姑り のか9 Is と迫って予断を 
.許き なくした Q だが、岡山は孤 分 
内川、卽分お碌がを服なゴ] ルを 
あば勝なを 決みた。 

0 … .： チ* ンビ ホン比踐に、 典-化 
單院ボ脅ぃ F 「を。柬 北は 浊 政. • 
が 巧 〔オリンビック 腹 補)を 撒 城 
的に マ！ 夕、が毕はをしろ留觉だ 

った。 

横 半になる と、比 政の バスな！ 
ク がなんとか 碧いはじめ、 2好か 
を 8か問に日ぶをあげ、 ま 搏框も 
瑕った。法故が乱調とはいえ、南 
ぶ單院の 糖閒は貨 しでいい。 

乂阪化大 X 购治は、前平、大体 
大が違続 U 点と一ぶのにを め まく 
れ.ば， 崔 おは 逆に 明治の。 へ [ス、 
のか9ムまで乂 n ァが藉 まった 
と 古に を力 校ら L から码 W 不安 
を，である。 

広 蠢慢造 X 南山が 敲 しくせ りも 
つた。 修遥试 媛ホなかばにみせを 
が々 木め 3是磕ゴ i ルを化かして 
腿った が、 语山には惜しい歷宮だ 

った-" 

君るいは、の拙梓をいだかホた 
を城焊 、早稲 W の教しい当りをか 
わしながら おったが、 前半按了間 
ぎ わからは、州の葉がはっきり 货 
われてしま 「た。 

0 .:… 架 北工大体肯賴の8 試合は. 


ず 目 体大(男で〕 はを日本学 
れを遇す権 2巧蚊でを 稲田にお 
^れ たため、 にち U 日から地ま 
^る 第 浊巧全 n 本縣な 還モ框 ( 

合 東京 悼腎能 U 本誌 S 3 貢卷 .腿：！： 

^ への ホ端権を 东った。 

が 昭和に 年 創 部な 来、 U 本ハ 
をン ドボ]ルおめホ施としで君 
も 臨しできた ： n 体(驻 役：} が戟 
邮丽 のをは本 おを植、戦聲 のを 
y 本盤を 逆辛 搞に出 堤し ない 
のはがめてのことで、シ 3 ッキン 
ダな 話圃 となっている。 

なお、 尚愚 于棉め 東お〔丽懼 地〕 

巧表雅を かけた 第3：2凹 おな 遵手摇 
(U 巧} でち y 体は4チ r ムを造 
りこみながらいずれも準々 み隐ま 一 
でに 欺れ でいた。 M 


胸 当な結盤といえるが、端 井 太が 
北大を 薛 した 一戰とも 州 起 大が握 
率擁山学院を 巧 倒した 試ん 口ぶりに 
を目が 集った e 

福# 大 .は柄ぶで 迎えた後半、 の 
巧までに 搞讯 、苗が、向田が巧み： 
なを紫で，俊をにかわ': S せ 日 1 ぉ 
と 追い こまれた あとは、 ずり を 岡 
めで 相乎の 欢 .堅を 零 お、 强敏 とを 
られたお 太を 巧し 切った。 

お実め ざましいお州鹿太は、闽 
ホこそ 固さが みられたが、密ザ 5 
巧 SI 4 と關いもを とは、 义棵 ( 
いちぢ窝ホ巢思にな 箱した遇手)、 
中 馬、 满孟、命-菩ちが シャ！ プな 
プレ f で、 単語な桃山 ディ7 ^ン 





义.を巧给服り快聯しち 

日ホ、を守に精夥欠き敗退 

日大，慶版を頸長で降す 
V 椅 2 回 S 

太阪伴大の一り法政 
同おを這扳给靈 
巧徘鹿ホ對丫阿山ぶ 
お稲田 n 品：：：^) U e 体 
か な及加 rM だ^が太 
孝な教大乂敝超太 


日 大巧 



応 


中央孤丸排産太 
q 一-……寡#」で顏をせしてもよ 
いが ヵー ドが’一つ。 

大が大 X 法巧おお巧抓间主の财 
轉だったが、チでンピホン■な政 
が身上のパスプレ]に化先をまわ 
白から止倭を淵るような負けつぶ 
りで、リ速瞬め夢.をいとも簡をに 


，敝靠，，した。 

大阵大 は、 按半の也ち上り 61 
4 から 一気に 5 涼をあげたのがぶ 
妾かった。 を玻 .のこの.お点け、が 
んどパスミスから相手になだれこ 
まかをもので、怖砕の愚さがいっ 
をさ擬口を被げた。 

太ホ大はを巧めがとりでな救が 
ゆきぶりに出ても、ディ フ H ンス 
が冷陆にプレ—、終琳じ— 日と 追 
われたが、をなげは磕じをれな如 

った。 

早稲 旧 X 日体は、 互いに タテの 
成奪を広剛、巧覇 Q ある試なにな 
った。が半は、動妾ではむしろ 日 
体が俊「でいたが、再’二の巧楊を 
GK 山田 草の燕おに 阳 まれたゎ、 

ノ ー マ J 夕をミスしたりしたかが 
痛んっち 

毕棉出は胁若の化り！ドから肯 
実にボィ ント、のか4 ^ -- f とお堪 
搞を捏り、 1 点是まで詰めら.れて 
も，そのあと 手 固く加点、おにを 
毕 がか W — 日から と U —8 迫られ 
た嶺廚 で、すぐに鈴木、 川 細、茹 
池(.すリンピック 槪 補)とたた み 
かけけ 18 としたな 擊 はみ， ごとだ 


I ホ大大火太み大大大敎お体体体か致の体体体体 太 体かが体乐 

巧 1 で ！^ rIT MHH ^ ホ 

^ 巧 浦淹浦袖補補浦视 を-: > 支 

^ゴをを幕古室ををを立 n 日！：！日旧を早日 g 巧日燕日！ nns 日 

歴吗 I 哪 
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った。 U ホは、前卞の逸摇に琼 あ 
ちしをのか、彼半はシュ I 卜が単 
脂なぅえ、 守り. も枯りにかけた。 

〇 . 東京教太が、 リ t ダでの徑 

調 (2 禪位 3) をふ マ 卸るょクに 
能ら つとした 欢ずで 乂阪摇大を敏 
った。 を敢大は邮平！：：；巧3 —2 か 
も-川原の 3迹攻と西 川め ゴ t ルで 
扇妈が あがり、ディ7 H ン巧もお 
み間、 梅 手に得点を 許さなかっを 

よ 阪释大 は当りが 願く、東敢大 
沿破め を肋ぎ ムめ をれなかった。 
扫 …：‘ がぶ 延長とをった □! 太 X 慶 
ぶは、 披半神し教味忙遇め-た慶応 
が、残り2なで迫いつかれ、延お 
搜もリ i ドしながら、 当たり 奴な 
いず U から Z 一大に逆恥を許す邮い 
試な强びで肤れ た。 日大•ル宮 の 
栗おなプレ I が光「を。 

惑を视されで いた 化掛 産ぶ はや 
はりスビ ードで ゃ史に一歩嗔ずり 
はとんど赌機はなかった。 

〇‘ …：このほかでは、请都連太、 
同おお@閣巧韩が、牌山大、把嵩 
幢遊の 山-国 巧を喪きはなし、中を 
X 福が太はをホのか S !7 と 大差 
かづいた。 褐 接が 覇段まで試もを 
诘 てず 1 点で もょ けいに磨そぅと 
したおな越度はが盛がもてた。 

大体大、同志社に度われる 
0 问準々 化 勝 

同む叉^ U 2〕 q ' 產体大 


博〇 41玉010210ひ 
:幅にの面網磨井の川描.掲 

is が I 入亩上早大措金せ读巾 

K P 
G F 
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が4：下内野西本逛齿宵 h 本波 

U 鹿胁山宇座 摘 お池平西池能- 
01110 40010玉 I 9 

を稲苗其塑 U )9 巧挪掩 人. 
惜〇 01501丄〇 0.0 10 
旬富口原诉本駒阳巧前野 岡 
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阳带ぉ松大丽上 酷 赋戸お 明 


口 UO 262リ301022 


ホ〇 


中京、中央に食い下る 

局志をはがゆ手な く 

〇間毕巧 腺 

毕稍 m け (SU パ)6同志化 

簡〇 [02102000 
d 楠 江出の 炫 山川闲本田 

邮お乂も上 大金ホ浅拖堀 
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昔ぶを刚お克池木石服滞 
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中 泉 


y 章屯ち烟池高む本里志.娜- > 
^旧 泉巧ケ i 
巧ム帖艦 川 菊山明靜化山洞 - C 
得〇 048 530 10010 I の 

巾 ぉが(細—；；；)巧東忌ぁ乂 
得〇 U 21打063ひ OD 
驭袖原巧藤田の西田 m 

^川巧佐お西ル若西 


尉. 山巧戚背坦見路宅の田迫 上> 

W 横千妻が ホ巧 化1一| 化 野た § ( 
得〇 0104曰000002 ^ 

中巧 女 SMS)3 U 太 

得〇 〇 2 曰2 2 〇 〇 〇 4 〇1 W 
W 野林宵子 旧润巧 部 地で每巧 


:一山 販祂川 山山 端玲明北洞 
得 OU 3リ1 4 3だ 1 り〇 〇 〇 

0:,;同志社は、早補山をゆっく 
口としたべ]みに語い こもうと し 
たが.、 早 稀 N もを の-策戰は許.淳ず 
み、 をいテンポで射っておた。 し 
かし、無理を額爵ず部引なシュ！ 
卜が妾く、あま.り巧い試ム ロぶりで 
はをかった。特に後半め1^ち上ゥ 
は 無 得占 r 同志社に決め手があれ 
お面扫かつをのだが 3 1 ? 壬で で 
ストップしでし車い、そのあとは 
菊池.《 3 連続ゴールなどで 早柿円 
が一方峭に 巧し まく「•に e 
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日本のハンドボールを世界の最高峰へ 

C 協賛者御芳お-順不同） 

スポーツショップ四日巧 

凹日な-巧お田巧 885-2 
(き皂ノ森テ ニスコー ト南通り） 

TEL の一 ぉぉ 1 

山梨クスダ事務磯棟式会到: 

巧妻取締巧を藉義寅 

ザ府ボみ决2 T 目11の10 
tel (0552) 35—2421 

株式会社グローバルシステム 

幸京都お東区上野7 r 目 U 番4与 
卓村ビル 2 01号 
テ110電話日3び 44) 日50日け表 

兰裴樹脂诚〇長淚工場 

郵お番号の6 

摧背灿畏报巧古ッた町自霜8ち 
軍詔 (0749 の2 — Sill 〔大代表） 

新日本智鉄 グルー プ 

日鐵カーテンホール（株)栗東工場 

1 ?な揖県录太郡栗東が字捲 

1 tel 07巧日〔2)2291 

1 ぶを， を 巧. Xを，前掃. 尾ん を 戸. 粟 お-支怯な 某. 面-舍捏を 化にをり 

プリデス トン タイャ株式尝社 

1 摩根工場 


o …‘：ホ典は珍しくスタ—卜から 
と 巧し 4 12 と光巧したが、正お 
を じっくり于サンスを待 
お、岸見らがポィン 
ば一気に 6—4 と连較、場巧を沸 
かせた。 

一遮一遐をつづけたまま接半に 
入り、いずれがどこでま導術を擅 
るナャ1\スをつかわかに興味がも 
たれた。中ホは W 姑すぎから、強 
引な要遇でがキディブ王ンスを割 
り、7 MT を請ってはぶ黯ボ決め 
てを っと いぅ削に日ぶ差をクけた. 

中京が、せりあ.いながを§ま 
でもをこたぇ、そこで勝機を通つ 
け山をぅとちえでいたとしたら、 
この中ぶめ一気の•が発"はそめ 
蚕をかくもめで、巧妙をベンチヮ 
t グといえた。中なの健斗が化る 
一戟といってよい。 

同大、巧みに3なの座 
〇同3化おを戦 

:ぉぉ2!而ホ京 
0:…壬おは K ビ—ドのお-る巧を 
で相手よりチザンぶを多くつかみ 
ながらげムなをころでミスがあり 
罔大 Q 大疆、入江を中、むとしたス 
口] ぺ ー スに得点を託して、3位 
の座をゆずった。同大は反則退場 
などをきつしながら.、巧い試み遮 
がでのりきった。 

後手にまわった中央 
可同か晚 


早棉旧巧。中 


，す円日3 0 i 602円0円曰 
待でではが巧西が本が尘能下野本 m 掩 

革な力阳谁田が i 蒲太匿聴戸西 


K 
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P 

F 


央 

巧 

) 

C 

T 

M 


y •ち丰池商畑お木若顯お里 
お田 ぶ 强ケ 
山隙菊山化ム i •摇明北-1 

得〇 0522240 Q 000 _ 

口..，‘： 蛋は大熊め ゴールで 先制 

元滅いっばいだったがディフェン 
スが、菊沾、脇君、川挪ら〇^^の 
巧遇をかわしき机ず、5な试降は 
を于にまわり如な9 —5 と早大が 
潭粗に立った。 

しかし、中央は如みから激しい. 
追いとみで3点連取、強半阳すぺ 
てがかかった。 

0 ……行誦のムほ、後半いっ 
そぅ高まり、 iH < が1、 C か葡独 
で U 18 とすれば、をも日进火 
熊、9かが野で WIU 。 

枯おからいえば、こめおと.の祝 
か阁ボ颗鸟のャマだった。 

早大が化み山髙、 U み錦木、巧 
み山抽と違髓淨点したのにがし、 
中央は、 ffi 手守楠稍をかき踐れず 
無得点、と早おが完全にお 
堪権を拒った。をれでもなお中ぶ 
はのみ松本、のみえ龍と化をに成 
巧(じ 1 : 15 )、終猫を盛り友ばたの 
だが、早大は邵み菊池が^の野 
なをれを枠くダ^巧し点，凱邸を 
あげた。 K けリンダな巧試合で、 
按歉を争うにふさわしい一戦だつ 


た。早太 G K 山而ゅ翌 ずが光った。 

自信、気迫、感激の早稲田 
0’.….試合終でと同時に、 み 補旧 
セブンは 泣き、软び、叫んだ。 

昭お U キ創部の-ち巧だが、「を 
日本」と々 口の.つく クィトルボその 
頭 t に輝やいたのは 泣め て。東京 
からかけつけた OB をまじえて狂 
基した の も ムリはなかった。 

秋の 陋取 学をから、まさに破が' 
の驶い、この 大也 1も‘ 扫盾にあ ふれ 
で 一おり. こんだ。 1 凹 戰からすさま 
じい ばかりめ 気进で試をに鴨み、 
n , 1 トサ ィド、 义 み‘ バドか 〇师度 
もどょめきを おこさせた。 

最近の-ザを チ— ムは、たくまし 
を1:お乃に 欠せ るといわれるがロト 
輔円は、をのホ評を職きとばすな 
守で瘦脾を飾ったので 苗る。 

「を日本 摇合も狙えょ」1ぶ々 
にを生界が をんだ，*快チー ム ，.に 
學 逃幽械 者の. 撒疏 も熱づばかった 
がほとんどの通すは施 鼻だった。 

今は ただ 夢にまで みた学をホで 
ソピホンの 架化をかみしめ、 OB 
たちと、描い切り A 辄の西北 V を 
肅いあぜたい の だ…。 

0卓大の错敞記绿…〇 
—昭巧第3回を： n 本ぞをじ極を 
を雖闇羊5 —3 早大(神お〕 
•呵视遺6四お日本学ホ王陛お 
を戦閱おけ 1 U を 火(神宮) 
•昭圳 第 6回全日本隨合選手崔 

張膛、を日体916を毕太〔平塚) 
^ L S -1 ^^>奇*、— 


け —— 








































省力化に實献ずる 
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早稲旧、法政破り全勝優勝 

関東学牛執を リ— •夕は.' で姐 どおり 前半戰を4職を腺で厕 った d 強 
〔り本誌邱端〕に上って、化肖 Qf 報が9召の、抛、巧 P 幻33閒 
東京‘齡职昆巧蜡献場で展湘された。 

そのお黑、中央、 ロ ホをそれぶれ破った早稲 山 ど法政が最祕日、便 
職をかけて妓突、箭锁のまを擺田が逆転腿ち、2ン] K ン ぶり U 度召 
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辿続如度吕の媛腿を遠げた。 
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がも、因から齊陳をつぶす祁をで 
白波した化 

评一政 器 U 苗*央 


,1 

肯〇ひ一 - 4 016 0 0 0 0 1 
d 田村木が ド 野能木を旧な 

W 带田松上 f 大藤蒲戸闻 


K 

G 


P 


3 


T 

M 

7 


体 

〇 

.VJ- 

4 

T 

M 


2 

C 

2 
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をお的なポイントをあぜる ことが 
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—6 から U 抽ん 甲显、 か骑池 
(ホリン ビック候搞) で 先口、1点 
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V 窮で3部 

で楚エおの(进描來な工大 
成 摇别—巧青山学紹 

立 教 W ——こ 

械转閒大け——^化衔大 
W 同 4部 

千盛大 9 —— 6 上 粗 

奇 接お-^ 巧 千龍お大 

ず 太别 —— W 拔城火 
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連爾9ホ望を おった。 

玻辑力はな汚だ.っわが、魅员を 
決めたのはやはりな袖力。を.稍旧 
が、化り強さを身にっ：けてきたの 
が目な 一 「た。 

今爭歧大のヤマといわれるにふ 
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0 -ホ上巧めていち ど忙 3 技の 

新 一都が 生まれるのでは、と带日 
された入れ替え戦は、韻年抽盟喊 
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得 〇 03 so 2311100 じ 

来がめてこのチャンスを。かんだ 

国 ± 能が删るぶい応陸を生を横断 

蒂を瑕り山して直気あげれ垣、が 

年视加盟料駒诉ら咖あをこす 〇 B 

やをおを盛め、摇巧はたいへんな 

鮮结。 

しかし、試なのほぅは、屬をれ 
した度破と目大がをれぞれ巧みな 
試介谣ぴで賊ち。 

屬心無、關がは故めで一徘の盤 
の塔さを知ったよぅだ。巧挑戳留 
日に聞梓をかけたい。 


中京、名城と引き分け 

典相をま棘季リ T ダは、 W 巧如日から U 月 W U まで Q 8 U 問をホ 
量ちか盧大を球技端で行われた。 

叟す1部は、中京*名城因语撒ホいで斯綻味に欠けわがあ城が中 
なに引きかける健斗をぶせで强り-あがった。しかし、優睁は碑 
史点芸で中京の g シ！ズ ン達輔 S 度巧が. かまった。 

ホ. rr は.、新たに兩山が加わり， 初の 日乂爭 け！ ダとなったが、中 
をが無難に試かを進め、〇シ I スン連掃扣抵目め廣脾を遂がた。 
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城が2度りの混随を輔るすャン义 一巧中京.を盡に游ら凹于— 
とみられていた。 ム山.で脾ち是をあげ、これまでの 
ぶ城の試ん口ぶりは巧調で、ホ障 シ 1 K ン 尚よぅ、中姐 X 名城峨 ( 
ホ喘のバランスもよく、前平の3 :月4 B ) に換騰がかけられた。 
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日本 A シドポ-ル 



ぷ 


サー ビス部 

規■お区ぉ唁 2 T 目巧み巧 
TEL (341)2 日79 *101白 


堂月運動巧互 KK 

呆京皂じ星旧区巧川楠斗了貸6 
TE し本巧 （62 乙）074反 


試な は、 丽半如かすぎからを6 
した 中京を、孩半になってを 城が 
追いあげのみ G 16 と互巧。この 
あ..と重 おが 岸見で リ！ ドを提 ぅと 
ぶ 捕は む、5 .みんホの 迎琉ゴ] ル 
で逆祀、 W 々姑げ 閒橋の. 得点で9 
17 とレリゴムをつかんだかにみ 
克たむ 

ところが ディ マ 王ンスに 粘りを 
かいて 掛か9 —9 とされ斜か 宅 
にゴールを詐 し、苦馈 におった。 
巧みの棘7 MTC 山本〕で どぅにか 
振り巧し へ農した'が、化鼎 点を あ- 
げる ことは で 童ず、 がし 责眯 め 試 
なを 引き かけた。 

この 結典-、両が3鹏1み、铅失 
点兼は む一邮とわずかに中な が 上 
酒り鼓 終口を 迎えた。まず 中京が 
お阜大 H 姐点是 を： つけて 陋が授興 
とを えた好.だが、愛骇 大戦に 臨ん 
だを 城は 颠 しい斗おで、不可 赃と 
も 思える「抓盛差」に挑を、時脚 
の深過とともに义 コアが酣 いて、 

コ I トサイドを騒體とさせ わ。し 

かし惜しく ものぶ 兼で 晴間巧れ、 

史巧の 提揽が 化まった。 3 位は 3 

シ T ズン 述髓して甜山が入 「た。 

2部は、 お古 蛙が 大が笛 冊して 

.ホ ー プン单 加、9が妇.爭 いから^ 

强資 太が立蛮火、 愛大肯橋を おさ 
えを 臟 {本誌の調べでは5庇目) 
した。 

女子は、 中 巧 か巾1 がホ大に S し 
んだ なかは 楽な 践輔 でを勝、 2 化 
は中^まと爱教大 を かわしと岐阜 


太となった。 

優勝は場ホ点差で中京 

!> 当す郁 

中 *1 が叉 luw 〕 s ぉ 大 

を 2(巧お蚊ホ 

中 な口前 U ) 日语 ^ 

.を 城 典が UJ 9 名 ^ 

南山：3巧：！パ ) W !ぁ大 

中京卽(邮 n )6 愛知教火 

を え器 N バ丫帖阜乂 

お 城 又^:^ 丫南 山 

愛知教大 お ぶ 

ぉ山指 u )^ S 火 

ホ京パ) S ぉ 城 
引身みけ 

蜗〇 〇 3 2 4 〇 〇 〇 〇1〇 〇 「 W 

刷補が旌中-一 W 賴雇僖搞-兀 

拉お木を田.山 お若荒蜡商团捧 

郎 眾 - S 律私 

P 山船鹿お見藤宅喊扭扣 t 瞄 

W 慎禮妻审おを •二が 化野村西 

得 〇 01331 L ひ 0"'10 

愛知教太 ugu } の岐阜 お 
中を里 Iz ^)？ がを-^ 
南^又。 u)n 


あ嫌がが愛知教太 

中を、中をかを振り切る 
V 古' •和' 

中’をホ s (^ u ^6 愛知截太 
岐毎 火 £3 な )8 南 川 t > 同 7 拉化をりーダ 

/ ~ 3、 戸 nvl itHlLL を3 _ 1. 

愛知教大南 山 
中 巧 3 s — u )3 中京ホ 


詳岡大巧-^巧中部工大 

S を太£3 -— U 中部 H 太 
V 同 C プロック 

摧《大 Ezj ——巧をを控 H 大 
々ロホ居工大 ^ 9 あみ岩ホぶ 
盤聞大加 —— 7ちホ挺ホ 火 


中を巧打！！曲 A 愛知教大 
^ {lEf 4< ?っ一；^)4中をみ 


中 


京？打 U 丫ぉ巧 T 乂 


ち 


人 


中 I ぉ去艾 則：： り)4 S 山 

ホ ム巧3 打 u )- 南山 

酿阜大を知鼓大 

〔傾化〕.®中お4戰全廠馈帖を太3 
腿 1 服趣中馬去2蝶2股®愛铜设 
大 1 勝3肢麼南山4脱. 

〔賴控©中京4賦 I か(得发点差 
の。感を雜4勝 1 か(巧)感南山3 
勝 S お®愛知激大2勝 3 お通を み 
盘太 i 勝 4 躲®玻阜大日敗 
寅子2部は漉賀大勝つ 
^>更子2部 A プロッタ 
愛太盤摇 W —— W ぶホ摆 が. 臨 
愛 火お ホ造巧——巧お古猩ザ质 
愛ぶ豊嶺； 2 —— S をぶおホ捏 
v 同 E ブロック 

IIT ま大別 —— 巧 静岡大 


を巧屋爭院 U —— 目中部工大 
をホ麗学臨 g —— n あホ屋1 
み部工大 如 —— 5 
V 同 4 位化 I 足り；ダ 
愛大お 十：：摇別 —— が 就础大 
を 巧屋王大別 ——. 辞脚大 
あ 巧 県工大 2： —— U 愛大を商整 
1> 同 決齡リ ー ダ 

愛大蓋属 巧 C が) ぶ 一二をた 
礎お 太 化 —— U |二显お 
盤背ぶ 却 •—— ^ 愛大農淸 
〔2 部逾終お化〕®俄搜大感气 互 太 
感愛知大虽橋®ぶホ豈工大®愛知 
A ちも屋 ⑥部师太®をを度ザ院⑧ 
半部工大風ぶを厘 市ぶ ぶ' 

を日本総合へか予学を 3 蛟 

in 本端会は、 に巧 U 曰からまお 
体 肯賴で抓く 黃那 W 全日本經を選 
手標のぶ モ 代表のぅも、「か年度 
国 棒 關惜地化表」の枠.が、 
S ま偏皂 かを遍上されたため、こ. 
めかを全 6 本芋連へまわした。 

(£: n 阜闡 連記 李). 

本誌は I 巧はが刊 。なの 壳 
巧は W が2月 1 曰です。 
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立冀レ イヨ ン株式会社 

卜 

喘）神戸製麵所 

神户ず興合区骗揖町 1 了 口 3 潘 1 另咎 
带話 （07 日） 351—1 5 51番 (:大け表） 

i 

i 京都麻ハンドボール協会 

会長木 下 規=卽 

上田 茂 巧 

杏林会金 岡 病 院 

棋巧中兵尾巧 2 了の 

TEL 0722^52—2461 (化） 

中川石油株式会社 

盛岡ボ菜園 iT 自 7 番巧号 
窗話 （01 日日） 23— ( ft ) 3 2 41 于 02 日 

水 谷 印 刷所 

S を賴兰重郡朝目巧麗尘 の 8 晋地 

T 反 L (059377) 25 2 5 

東京 お谷 

11 村田白動車工場 

東京都 裤が区神!宮前 6 —：19一如 
TEL 03—407—3731 りち） 

大福破油株式会社 

大蚊ホ福属区 堂な滨通 4一巧 
j TEL 06—451—7271 

m 山 お 院 

山梨県搬山お上が营 
TELG 祀333— 2 0 2 9 

1 大分県"ンドボール 陆を々 是 

[ わ身 や をが よし 

脇 屋長可 

1 脑屋 ながよし太分 県剧府巧 中がが 9 - L 2 

1 晕お巧 T 臣 L (白のの37 (2 の 1421 ! 

茨城 ト ョぺット 

跟締役社長摇おお 一 

千 お〇 水戸ザ千波昭如 3 B -1 T 石 L 41 一 1111 (大化表) 

1 1 

1 日新製鋼株式会社吳製跌所 

i 只ホ昭和遇 7 T 罚郵渾番号737 i 

1 軍請 (0823) 24^1111(代表） 1 

山梨県ハンドボール協会 

会長中村太郎 

割ぼう r 新らく」 1 

r 東京都港区新橋 4—18— 14 1 

: TEL 03— ¢431)化む巧 表 1 

巧技巧お t 服装，其の他を戚スポーツ巧品 

化山 スポーツ 

魄石が本恥二 T 目 1 のじ（明欺国逍駐»瓶西入） 
TEL 0 7 8 — 9 1 8 — 3 2 2 2 

I 平岡歯科医院 ^ 

瞬長平岡泊雄 

大阪巧お区 江戸が北通わ 2 — 3 
新敬 ビル巧 TEL 06— 4 む一 470日 

東：化マッチ株式会社 

盛岡が厨）り字な措如 
罢結(0196) 47—1 161 干 に0 — 01 

不動産の みントラ 大阪-巧 

T C T 0722—33—0003 
丄じし0722—の一 *21 贴 

プドクサ y 

(株）コーべツーリスト 

神ドずを巧区元吸湿7 T 目18 — i 
TEL (078) 371—日日日日 

このにをに関するお問をせは日本ハンドボール協会へ 
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な女 ☆女み女々 

海外トピックス 


杉山茂 —— 

CNHK 運励部） 



近代化を語る 
满永薬な広島エ腊 

T 7 湧み薬品 
ぐクおまを社 


本 社/大阪ホ福邑区山福岛巧 3 —U 2 TEL . 06-舶 B —の01〜5 
おなまな/なおな港区ミ田 2-7-16 了 EL . の一が 1—6 百が‘7391 


まだ/括搞•ぶを造•ホ按•に居•福岡 I キしお 
エ媒/な荀-巧眠山 


ステンツ王ル(ユ—ゴ】、 

西独監督に 

ホ巧おおえする最大 Q ニュ T ス 
は、こがところ不振の匿ドイッ頂 
子十シ3ホルチ I ム隔聘にユ—ゴ 
人-ステンッ^ル死がをぶされた 
ことだ。 

四ドイッは、ををなヴィック監 
晋がミュンヘンホリンピックで優 
隙を通したばかりか、メダルもと 
れず6化に終った肯をとゎ帮圧、 
あとをついたケスラー監督もバッ 
とせず、今杳の曲界遷手植ではべ 
义トエイトからすべむ萌ら化。 

国がと自負し、哉征ずる西ドイ 
ッフグン巧と歡棍 m を蘇學、が 
卞！ナリストたちも同調したため 
巧ドイ 5 S 輸をは、ついに、ュ]ゴ 
十シヨナルををいでミュンヘンオ 
リンピツタに垣勝を哪つたステン 


ツェルをの起面に報み切ったもの 

だぶ' 

ステ：％ツてル巧は、ミュンヘン 
を、西户イツ因強敎夕うブ「フよ 
ニック K * エッ屯ソ」(垂厨り 一 

グ化地区)の監督に迎えもれでい 
たこともあり、同皮のほうから西 
ドイツ協会へ壶りこんだ、とも去 
ねれでいるな 

いずれにせよ、た端の-がドイッ 
が、いかにスランプとはい无、ホ 
聞 人監督を辿をなけれけならない 
とは、昔 U を如るホ t ルドファン 
にとっては考えられねできごとだ 
るう J 

平徘〔稍酬〕.那铅 棚 方巧といわ 
れるステンッュル骄監督の初指禪 
はパルテイックヵップで本誌踊 
報)で，この時が4泣、つづく夕 
イス阐楷 ( U を馬〕は最ド位。ま I 
症の巧ドイツを"鬼，と云われる 
尚盤督がモントリオールまでに、 
どう建て直すか興味深い。 

黄女とも于ュニ ジア 優槪 
/アフリヵ選手権〜 

先月导で、陋化だけをお報せし 
た第 1 凹 T フリか遇手権 C 9 月、 
チュニス)の弹踊が人った々 

男子 C 6 ヶ国参加〕は、尚振キャ 
リアのあ-るチュー【ジ T が予地どお 
り玫守に 一 U の長.を示して全腦捏 
酷した。2かは、これまであまり 
树絕萊教がたえられていないみメ 

T ン。 


ホ子 (4 ヶ国當加〕も、チューー 
ジ 了が招を国を-街の得ぶにおき 
えるなど磁段の九を示し首拉とな 
つた。3をのゥガンダは IHF ぶ 
加毀匯。 

なお、エジプトは更ホともチュ 
ニジア戦をお権、服拉 枯ら. はずき 
れた" 

▽馬子91グ 

乎ユニジ T nl 8 ぉ/か— ン 
H ジプトセネボル 
卜 I ゴ 乱！ 巧マダボスカル 
カパルー ン 脚屯ホ ガル 
トーゴ U 1 S ! エジプト 
于ュニジで 217 マ ダ ガスみ ル 
カメル t ン UIW 卜！ ゴ 
チュニジア窠權エジプト 
チ-11 【ジ了 七 ホダル 
セをガル巧17ブダがタホル 
'チュニジア把ムト—ゴ 
ホメル I ンけ—じエジプト 
屯 ホガ瓜 巧トーゴ 
ろメル I y の . ^ 如..マダがタカ ル 
エジプト 叫 1 U マ ダボ 义カル 
〔顺を〕霞于ュニジア ③みメル ー ン 
霞 屯ネボル®卜]ゴ感マダボスホ 

レ 

▽ホ子リー ダ 

チ三 ジア セネボル 
エジプト 9 !7 ゥがンダ 
チュニジア别 . 4 ゥがン ザ 
エジプト9(な)日ち ホザル 
セネザル が15 ゥガンダ 
チュニジ y 垂権 H ジプト 
〔順化一雷チュニジア⑤屯ネがル③ 


巧ガ N 夕 

東ドイツ、 若手で 歷臟 

--- 才 I スト リア 国 環"*^ 

日本墙怔から帰った東ドイツが 
そめ廣も、摄力呵な鼠呈をつ. づけ 
W 巧 上 か リンツ (才—义トリ了) 
で顆かれた才 JK トリ T • 卜！ナ 
六' ント にち.矿 I .夕 - ^ 卜 、ダルナ I 
ら若手み也め 于—ム を持加齊加き 
せ瓶当に段 離した。 

地元ホ ー スト リアが、プルザリ 
ア(世界：：拉〕を接戦で降しわの 
が ホりされる。 

戒ド イ ツ 巧 —w デン マ f グ 
ホ] スト リア 巧 I 化ブル ザリア 
デン マ—夕別 I に ブルザリア 
デ y マ— 夕 に ホ—スト‘. リ了 
典 ドイツ 到 プルボリ 了 
與ドイツ 挪 ' — ホ' ~ スト y 了 
〔顆位〕®東ド イク®. デンマ E ク③ 
ホ！ 义トリ 了 逆 ブル ザリア 

八ンガリ I 順当勝ち 

J スイス 国 瞬太を〜 

巾醫4ケ留を葉め わ スイス智蜡 
トーナ^ントが W 肖けわれ、 ハン 
ガリ t がスイ义のをい下り-にぁ っ 
で引き分けたなかは、コパクス、 
S •バ みら-の活罐里日をとなった。 

西ドイツは、ステン ツェル 辟 巧 
による新 メンバ— で睹ん だがその 
顔ぶれほ、 GK が ホフマン、 F ダ 
ス、ロウェル、 FP が/イネ ケ- 
ボイゼ ル、 スタ ラダへ ツタ、ブリ 
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デン ボ！ ム、ペックリンダ' エム 

リツと、夕！.ブ マ]、. ドン、 う チェ 
ソ、 フ イッシサ E 、 ポク ゾコウス 
キ^ ^ 、ぶ.ン-タタ f 、 Xタク！.で、 
よほどぬ西ドイツ 通でも、 大半の. 
環 半の 祕歷などをご存知のかたは 
少ないだろろ。 

スィス叉削 N 啤〕 U バ S スラ 
i ンガリ sgH バ古巧 ドイッ 


ブイ 

ンド 


スぅ西ドイツ 


-ンボり 


器 U ) 巧 


夕 


了イクラ 
ンド 


ハン ガリ' 314 '^4 

西ドイツ巧^^ 1 卽がタイス 

t 順が〕® (ンがリー ③ T イスラ V 
ド⑩义イ义®酉ドイツ 

ハン ガリ I の好講つヴ く 
鴨しかぅたポ^ランド 

東欧萌によるマルティン(チ王 
コ) カップが 5 ケ闲 6 チ—ムを集 
めて リ— ダ徵で行われ、 ハン だり 


岗 

和 

共 


1 が、スィス隱 (け 前お)に D 
づ告 4 膊 1 肢で場 飯した。 ハンが 
リ_. 1 に iH を.つけおポ f ランドは于 
1 n に敗れ 4 賦 L 肢、援腑は得失' 
点差で 被め' られた。 ハンガは 
刚号でお悼.えしたサマー • 卜 I 十 
ィン ト 城を 3 大婪速腊とが調でお- 
る。 

ボ -ランドハンカリ ー 
ソビエト J g ——けブルガリア 
ナ H コ J お1ぶ子て コ 
ハンゲ y — 骑 I び 子 でコ 
チ玉コ J 如 プルがけ下 
ポ！ ランド 巧 1 巧ソビエト J 
于コ ソビエト J 
ハンガリ1 巧 — J ;:; チで コ J 
ポ； ランド糾 L のブルボリ了 
ポ！ ラソド 對 一 .け チ J コ J 
チュ n の ブル ザリア 

'チ n :^ム ボ！ラン'ド 

チょコ J 抓 Is ソビエト J 
八ンガリー壯 ブルガ .y 了 
〔概お}©ハンが リ I ( 得失点莱別) 
馈ボー タンド (8 ) 硬チェ ’ コ 领子王 
コ J (ジュニア】感ソビエト J (ジ 


ュニア)®ブルガリア 
ラブルニッユーゴお岳•ラザ 
チも西独へ レ ビッチが西ドィ 
ツ 0 クラブ人りしたことは、本誌 
でもお帮せし' でい るが、同遷すと 
" LL 砲"のをで地「た巧棒ラプ 
ル-ーッ子(を肺、が軟洗：！！)もじ 
めほど、西ドィッが部地攝リ— ダ 
「TUS ■デルスタミダ」クラブ 
に狸えられ、を連其なに山場，泣 
ぶ戰 6 試をでが得点をマ ーク 、間 
リ ー ダ 個人得致 b トゲザを走って 
いる。 同クラブは、上すくいけば 
某年 全！！け— ダ’ 入りおホる。 

パレスチナバレスチ十の国氧 
にも協を 延郎、房止禪题が 
話强とを「ているが，パレスチ于 
はす.でに ハンドボ I ル協会.ボ志 
る。これはタゥよ t 卜に本部が置 
かれているもので、が年 3 巧マブ 
ロ リク 会接名で化された文畜によ 
れば「いちち馈動を停止していた 
をのをを発足ませた」 というな 
1 HF の本誌前写で既報のと 
如關国おり、 t 过 F (国陪 


加 § 

F 地 
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そめ中で盤撼はセット、速尊と 
もきが壹び動查、次戚ディフ よン 
みから 7 を施って巧 か 3 —一 _ 
と UE ドした。 

お擁は； H ； かか 7 MT で L ぶ第に 


迫「たあと、彼半1か 翁藤で同点 
4 か 7 MT (撤曹。で梓空の. 逆転 
を遂げた。 

しかし、愛媛も B か宮本の ゴ J 
ルで 齿び赶 巧とし、そ' の-接は 緊張 
むを 祕となったが化 棘.茨城は 温化 
が 貴 巧をシユ T 卜を. 酷め、瞬ちこ 
した。 愛慰は、 解/ょか 即、同ぶ 
とすべき 7 则 T を落とし 熟をのん 
だ。巧 試を だった。 〔を野が ぶ：！ 

地力瓜差、愛媛、東京制す 
|>3 枕 おを賊 

輿 M m お 

萊お、あと一息をばず 

一 >な 腺 

火 阪 5_ gN :: でを城 

箱 G 曰 0000100 0 2 

泽〇 〇 Q 10 QI 101& 
g お貞野 W 卷お美藤畏.源 操 

!^倉に 高鼠极巾に頌金相ち C 

W. 适 . 謡 ) M 

の田若辺み山 測が おぶみ己 

じみむ渡今撒池木岡 W 瞧辰 

0 〇 〇 000410000 

祀 〇 〇 otoo-oooov 

基.〕 テ f プル中の 「補」は本誌 期 
べによ る アシスト 鼓" 

0-. 渋 城の迫い あ.ばで、 コ I 卜 

を取り巷く：二卞近い铅 衆の骚扯ぶ 
りは 最排補。磯むな 巧で 4— 目と 
1点の食巧は泪う渋城にとって、 
はね返せない も⑩ではなかったハ 


ズ だ。 

しかし、マィボ I ルになる と、 
どっとをがる撒声に気揖いずぎ、 
おち盘ぎ から 巧：二ぶ好報を逝し 
た。地•兀の声援が 裏 g に 山た、 ム 
い「わら.酷であろぅ か。 

ホ阪は卽ホ、ゴ ー ル齡 FT から 
得ぶをあげ、でっては GK 中 巧が 
すばらしいブレ I をみ. せた。 だ‘が 
輕半、庶描のおおにあって、 U か 

3 - 3とみしみ、’ みぶ を のぞかせ 

た。 ここで相すに反則退場があ 
り、 じをエ]义烛湖がすかさず 请 
ィント、日か 7 MTC ぶが】で殖'位 
をキ ー ブし たのが 大きい(杉山) 
〇:,:，.面扳男千張腺が煤むと、本 
部席の幅山、清水丽 口 本協を现お 
は、 どもらからともなく「無审歡 
りましたね」と再をかけあ.「た。 

来年からはちぅぶられ ぬ*閒校 
の邵，。商 体 連副郑おのポスト化 
虽る両巧にと「て今大呈は一つの 
新旨〔ふしめ}でもをったのだ。 

補助功の女子高技化が、おしぼ 
り杳さしだしながら「ごを巧さま 
でした」 と 一言。彼女たちは、ホ 
情を知ってめ.言燕でおを 加ったの 
だろクが、なんとも巧み的。 

★お皇が 〔巧ホ據み得点)願化® 
太般③お城風愛知§ 京⑥ 一二重⑥ 
山 U 風化梅道•靜岡 
★皇后が(女子摇合得说〕雌お① 
获城您澡 j が姐大阪庙愛媛•藤本® 
S 甫思北海道•耽の•姬木•節岡 
，巧都，広な ■山口 
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HONDA . は無な害時代のパイオニア•グ 


、 お界風ホ >夕> を衷えるホシタイスムとは 
フエ尹フレイを±台【こした嘴離音の續辄 
です。 先人の追能でなく、あくまでも自5 のず で 
ぶりぶ レ\^晶在より早く世に出ずごと，……-をれは 
究極曲に [まスポーツ精神と同じ。自分との圃い。です。 

本田技研工業 ㈱ 鈴鹿製作 巧 

吉:重県綺鹿巿 平 田町 1 如 7 巧の日日 3 バ 8-1 の 2 の百 13 



厚く、深い底刻み、 

フッド.ブー 

シューズ 


•力のロス、槪スペリを解消したを理設計で定諫高い斜線模樣の粹珠モ—ル K 底。(パテント化願中) 


•極く、版りの滯い底、中底はユニーブを弾おを誇る二垂スポンジ-クッション: 
*袁がと暴布を離した巡状アブパーで、快適を足巧い、軽快を櫃き也地。 

•ブルー、金茶のろラー.フルをデザイン。 

■棠が'にを補強。 J 、 シドぺで¬ 

が づで■が 巧を社東を 



ザラックスく HX> • サイぶ - 化 5 〜巧 • プルー - を东 • 苗 2 , 8 日日 


■を因ちをスポーツ岛巧、巧 K 巧でお巧め下さい。 
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ミカドボ•ル 



日本ハンドボ —ル協会公認球 

ピ""隹 ^ の 1 ^ク 巧を 



莱京*豐島•おす, I - 7 
TEL (941) 2 6 3 5 * 


T 目化目 S 
6 5 9 2 


熱狂の地元、 新生国体へ歩み 


v ……氷巧遥殿顆戒錶迸)から 
耸旭の水谓湛一なまでおよそ i キ 
口か 避に 人の列がつづく。 

巧 4 n 、 茨城强が3部門'沿决腺 
へ骑を遇め、しかも、ご马所水挪 
道二离(持枝ぶ子〕の進出ほ、 い 
やがうえにも、 H 片ム I ドを 盛り 
患げ た。 

なんども屋体へ 来てい. る日木臨 
を 鞭 Di も、今虹ほど、ボ(まら) と 
パンドボ t ルが 粘び ついている 树 
を 知らない.，とうな「た。 

V . こでまで いンドボ— ルが地' 

についているのは、水お造：一高の 
八主財の萬犀があったかもだ。 

昭辄扣をの第 7 网全：！！本潑か疆 
臉に はじまって、姑、 が 年のィン 
夕 I ハィ运腺、壯 、が 年の-国体该 
滤…’.•。をのつど、巿お摇山の凱 
旋 'パレ ー ドが巧われ、ボの駕りに 
をうて いった。 

そ Q 1 1 持が、地ぶで勝ち進んだ 
の だから、まちぢゅうが熱くなっ 
ためも ムリばないのでを る。 

V ……曲りおに柬.たといわれる 国 
が、來年 如を は年命那を採るおか 
辟兼で実のをる国格へ Q * 症み" 
が 企られている。 

いろいろな愚昧で，今年は「瑕 
がの太を」 だ、といわれていたが. 
ハン ドボ— ル 巧にとっても、これ 
.ほど蘇 気. にお-ふれた国峰は'.、赃接 
といって よいだろう。 


Y ::. もちろん技宿の庶功は、過 
去にも例はあるし、いわ悼るホ] 
ムコ—卜の熱狂は、那年の山 n 国 
体で、帶山高が巧み疫瞄といぅ 快 
帶を違..げた時にも みられたの だが 
それらのトースとは、なに かなと. 
あじち がった高まれが、水 海遺に 
は 苗った のでを る。 

日本風を■荒 川 清美醒串 侯は 「 
地域社会と 結がつかな くではこれ 
から田义ポ I ッは宵っていかな 
い。 氷海道と ハンドボ] ルは、 そ 
の素晴しい寸ン プル だ」と、明解 
に滅 く。 

V ‘：’：国体の前途柱厥しい。 別 年 
にホをされる怡贺閔格は、化段の 
民尉进蟲が谣く1日本体協などは 


巧刺め題地視寅を巧うことにして 
いるし，国体への酣驾り..は赖く-な 
づ でも、頭まりはしないだろう" 
というのが消息遗@.みかたである 
たしかに、これまでの国体は華 
买に過ぎた面があるし、必要 说上 
におををかけた巧も かくない。 

終ったあと、いったい柯が残る 
のだろう、 と人ごとながら期に な 
つた畔もある。 

V ……慢点 争いがとう. じて、留体 
邮崔地を輕々と渡巧おく通手が生 
まれ' 想磯.' を力実業四の"变社" 
が開誠されたりする弊普で尚ホの 
舉加組程はがんじがらめに.されて 
しま「も。' これなどは、当爭をが 
ちからの禁.典を巧したに等しい。 

V . 地元捏不 なの 国体がようで 

<歧晋妇を勢を一がした時、获诚- 


水海道大会がが民の声麗にまえら 
れて開かれ、多くの磕動を残しな 
がらI二巧•円 y ボ大鱼へとバトン 
タブ' 宁した0はハンドボ！ル轉熙 
担にと‘つて尝わめで 意着の-あるこ 
とだろぅ^ 

「ぶですさいよ、この擺衆。^ 
くらちプレーするのボ楽しくなり 
まホ」—-瞄戳の勇甚、木郵桌通 
手〔大阪■帮永葬 U 0 .が處しそぅ 
におさ L たその光には、 K ポ—ッ 
をぶえる f まご二ろ*.が、いく.也 
にも垂なりあって 6 面の n I 卜を 
匪んでいたな 

ハンドボール狎は、水海遊巧に 
よって他よりも1年早く，新お固 
ホ，のステップを赃み化せたとい 
つてよいだろう。 (杉〕 


日本はもとよりが周でもあまり 
例がないといわれていたぶ弟レブ 
，ーリ[•が々木が弟(背ホ協鶴) 
の辨玻雄さん り 音真りが、この基 
旅ち先で亡くなられたことが判り- 


お】 人で？」 とたずねるれ、 轨雄 
さんが今夏 8 巧 7 日をキ県理化が 
へ旅むした階、ム陽発作から削年 
の人生を巧じた悲しい知らせをち 
えていた。 


生前を惜しむ声が'あがってい 
る。 

を城聞乐の帯判昌としで来 

lilii 


ビタリと 呼 醒めあった レフ t リ 
ンダは岩手 聞ホ や、を日ぶ摇をで 
も 一 障目をも.、球界の.。を物的ち 
佐*にをっていたもので、妄湿に 
靠っでいたレブ 王リー 岡は、早虚 
ご霊邮を集め.、破雄さん0 
;: ill . r こ > めい顧を祈った。巧吾さん 
化々木敏雄さん t く 也る は「こかからは壳のぶんま 


兄弟レフ H リ—悲しい解散 


が々木兄がば、いわゆるハ X ド 
ボ！ルのを、辅に敏雄さん は燕闹 
雨 商 1 盛 岡おな 雨とつわにを符を 
ごとめ、 甜 我を退い..てからはレブ 
H リー、 仙 年からの盾審制摇用で 
巧專さんと⑩舆をベアが生まれた 


で頌醒「て、な頭の-あるレフふリ 
1になるためいっそぅ與力します- 
」と、 曲をがキに新し.いパ t 卜千 
r とダ ランドへ とび岀していった 
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湧永薬品、危気なく 4 連勝^盖 


各 


地 


の 


記録 


猜 4 巧驻紙お業拙還ず搞は3月 
が n から U 月日艮まで04自脚、 
太阪-养祀川が嘉に 3 県 9 チ T 
ムが赛如しで體かれた(男子のみ) 
がが按腊の南、氷薬脯〔大防。は 
韓別シ ー ドされ、举決腮から被場 
しをがやは巧厅’削的を输味みみを 
丸普ち韩(巧飄山 y 太 山 商会〔お 
贩)などな山チ t ムを驰なく降し 
4巧連扁復勝を遮げ担。 

で i 回戦〔1試#) 


'日. 节 




盛淵化ザり^ U —8 
(兵毕> 至日1日 

巧 2巧戰 

丸善石姑 
(和歌山) 

W 崎重工1、巧— 

(兵尝又 9— 了 t 
す巧戰 

太山戚省：：巧—邮 ) W W 崎巧エ 


"巧) 5 


輔 


n 錯測化を 


だ、 

、で I 


ゎ1。 


(火阪}. 

丸赛石抽加 
V 毕が聴 

丸蒂お油，一 K 


1i 


神户製網 

豪〕 

1な if 又面大山商会 
一 > 7 化決を锁 (2 巧戰取者：} 

辕浏 化爭扣 ——1 n 一二 井进お 
可自位かを戰 (3 回狱お署) 
火阪が K 如 ^— S W 綺量て 


1>.3枕おを晒 

火山制舎评戸题製 
!>淡勝 

强み薬昂 班(娜 1若祉 

|二景 、法大破り補擾殿 
女すも日本ビクタ—轴 

国 巧唯一のホ f ブント—ナゾン 
卜 ■ 第巧回或京都透ず椎は：：^月2 
日から W 口主で脚 5 H 間、 お京显 
供お靑絕などに、昆子邮、ホす^ 
于—ムが参加して斤われた。 

贸次とも、 i 植错は告日本紹を 
な月、莖恐の前昭戳ともいえ 
律目されたが、巧子は二一景^法致 
大の桌柔凹、学を⑩雄が块勝でが 
決。二‘马か、法敕入の酷しい堪い 
こみをかわし初漫輸、み子は、麦 
京室機 X n ぶビタタ tc 庶诚】と巧 
城園体が勝の巧現となり、口ぶビ 
タクーがが授勝を師つを。 

男'で ir 腊商を、女子.でザを睛 
磕太が梁お狂せ、コートサィドの- 
謂題を集めた。 

マ结子3回戰 

.三 爲 —— W S-D-P 


廉を敢太别， 


腊中夕 


を日ホ5! R ホ大 
中ホぶ別——北三湯商会 
おントボ — ル別 I 巧ホン•夕 
果な鼓長 U ——3太晦電站 


ジ。 f キタの— 5 Y ‘ M,C 
法喊大如—— 巧 神化ク 
巧抽华々げ牆 

ご I 屏お —— S 東な教乂 
中與大の^—全 H 俸 
東 I 巧 哉員の ^おントボーか 
法政太おジゴ ー キタ 

V 同華が踰 

二： 2 fsu ) 巧 中央 大 

法破ょ及巧錫)： 8 舉巧§ 
V 同3促巧を顿 

み與大お——社骗巧鼓岛 
胥尚化践 

一一- S (2— 若 法放ぁ， 
V ホモ準々決腺 

東ホがぶ UC 趣) の 幕京單晋太 
東おぶ椒 — -了日おぶ 
大幡诺気 7 ‘ を 日な牺木 
ni 本ビクター S — のビクタ球ま造 
vw 翠戎聴 

東幕 M 巧な； Z 叫) G 重がお 

H 本ビク l 、 7 f 

夕 ] - 

V : I 3 应決を戦 

太 f 気に——8東点ぶが太 
巧 同決腺 

巧ビタ UI 5 U ) 日果囊槪 

〔を〕ホ t プント t 十メン ト とは地 
巧県からの出場も認める大会。 

蒲郡ク、2度目の巧愚 
女子は静岡城化ク照つ 


第5回莱湛タラブ選于贿は 、 W 
けけ、別日のが日称岡で巧われ、 
男子 W 、 ぶモ2 子1ムが赛棘した 
男子は、地ぶ敦がべスト 4 のぅ 
ち ill . つを とめる 骄頗.を 風せたが、 
秀れわな奪力をもつ箭耶ク(愛知】 
が：、苗巧•茜商夕、2連跑を粗ろ 
静摧夕〔ともに爵励}を述破、2 
年ぶり日暖目砂慣脉をはたした。 
女， f は、節岡城北ク X 名ホ屋夕 
(愛知〕の額合せとなり、城化夕 
が 接戦に せり 碟ち徊程蜡した。 

V 男 • 卜 i 巧歡 


與濁当〇 4 
ご二 祀) 2——1 

宮卡夕 0 _ 7 

(諫岡) 2 7 


不敦隙 

が一 う 
不戦隙 


^.8 大陆竜到 


佐々木会 
〔盤知〕 

蒲哪夕 
〔愛如) 

虽雲ブ 

(愛知) 

岐阜巧夕1 8 
(攸阜一 2 — r 

!> 同準々化蜡 

幹援ク7_6 

(静脚) 2 ! 

爵击ブ化 -- け 

帯耶ク那 —— n 




现——扫 

V 同平化憐 
鈴拽ク U — n 
補耶クの —— U 
V 同诀騰 

常那ク U —— U 


お南夕 
〔甜岡。 

を大夕 

〔愛知：} 

无意夕 
〔静問) 

N に技夕 
轟岡心 

御殿場夕 
〔靜岡) 

丽晦夕 
(静岡) 


が々木会 

典風会 
略阜曲夕 

虽雲夕 

宮 4 h ク 
清商夕 

詩麽グ 


V ホモ決睹 

纏！霉 

近畿は京都ク3連勝 
邻5同な叛クラプ题手構〔與子 
めを)は、 U 巧4日ん較■でな体 
育销忆4府県の巧表が推り巧われ 
京都クが3連驗しお'。 

一>1同戰 (2 試合〕. 

極骨ク 7、 s — 了でを京夕 
(大阮。 Jf 8 Jl (桌>夏 

S 都)又 S 17 」i ( 兵昨) 
V 決聯 

巧郝夕艾巧碰气夕 

下擒教育姑を幹が撞勝 

酷上自術が巧ハンドポール普を 

は、あいかわらず目措しいものが 

あるが、をめなかでもむ年に f 

凹太避〔ムロ)を聞いた「栽育齡 

帮造卸大会」は照お、な術ともな 

きんでたものがをる。 

8凹目にあたる今年の太をはぶ 

パ巧、化日の両 m 千装.下蜡棘空 

基地に教宫親里崔团れいての各戟 

育航を帮4于—ムが集り、リ！グ 

戰でけわれた鞋果、平野(ホリン 

ピック晓補)を固り化にもつ地元 

下給お奇航空辭が暖腾した。 

下 総—37小 巧 
〔千 S 是口 16 」ァ〔山口.) 

魄 島之 C -I 兰1鹿 屋 
〔撫皆}1ぐ -1 7;1 ( 鹿則な〕 


— 38 — 







小^ a 控 

T 総 nfwN ^)3 徳島 

小ぉ^島 

T 協の (川— け)日鹿 お 
〔順が〕®で総③か月逆撒廊通鹿给 

冰を、有機が大勝 
▼當山県 巧 季高搜遇手 お ( h 月- 

ニト ’ i 費 

!>男で举々決勝 

日 ホ商岡处—— 日 を 山 
化 妊 3 —— -3 宫ム東 

•一 上 - - 2 昔ん站專 

高脚 商.日 . - 7 お ぶ 

0村學決勝 

氷 0^ n . —— .8 円 大嵩岡 
商 牌 前 U (延■姑ち， 一 上 
7 MT コンテストで攝關商の腺 
|>同決'腺 

が 見.の諭：： 謂〕 日•商脚商 
t > 古子學々決腺 

を 磯 8 - 7 小 お 

高 岡女： S ——4 高 岡商 
常山 化日 —— 3 高 岡 
背山み口 ;2 - ^ 化 
|> 同単化胳 

を 嫌51 .2 お岡み 
新ム化？違) 4 {巧山 お 
v 同化勝 

を 異 (門いで‘ 宿山化 


ホ子は麻生高 OG 制ず 

▼第 M 回茨城语媛合選手お 〔 U 巧 
鲜旧一高〕 

マ馬子啤々法廠 

'コンドルズ别 ——化 巧苑夕 

廊ホ高け上祀一二 OB 
滕をク亟 植获城： n 立 
な衛お規 旧じ. —— 日 お城大 
▽同'帶み揣 

コンドルズ巧 —— U 麻を高 
ぉ衛峨陆西は——9 麻ホク 
▽材3位决矩戦 

疎非夕じ- 10 Q 脾を高 

巧村決聰 

j ンドル3 f U 1 8 自構賺睛 
，ス 2序— じ Y ぉ. 

0女で單々決腮 

水お遊 I 瓦 U ——-7 廊化窩 
韓川 I 品 ？ —— 5 お岡一高 
亞閲商の 一 -.2 萬颗高 
脯を裔 OGWC 延 )7 結城こ時 
>.同带化腿 

が海遺「嵩 U —— 4鲜些瓦 
,牀を尚0じ2"^^^^6笠問な 
货同 3 位化お戰 

韩些是7〔か〕7 ぶ間爲 
D > 阔祐腺 

麻を 髙〇日/ 2 水海遗二 
G 日\31」4 ぉ 

〔茫。日本ビグタ1はを場 

男女とも新進目立つ 

▼第け回姬賀磨秋季高校 較ホ ハン 
ドボ—ル競を(じ月 • 八掃商〕 

可 男子で 還リーダ A 組嗎位货八格 


H @ 度报南風能な 川， 度艰エ風お 
江 

vn : B 組 順泣逆黄を川®ホ原③な 
島®度损巧®持 お商工 
可闊決腿[トナ/ント i 回徵 
廣お戚 山——9 安海 川 
I 八' 輔エ U —^9米 傾 
皆 同決勝 

ホぉ根最乂 ^ u).y A 猜了 
皆ホす予淫リ ー ダ A 粗顺他のず 山 
古®蟹知感彥掘お④巧雪川馈能を 
川⑥區お南 

V 同 B 紐瓶化煩度梢が邀嫌原感高 
岛®太俩馈 A 靖商 
V . 同-お腊卜—子^ント i 回.戰 
.ザ山杂 W ^ 米 原 
愛 知 81 —扫廣棍巧 
D > 尚決勝 

守山女 6 . -5 愛 知 

廚 W 学腕、 化 条に逆お勝ち 

▼お廣県高校新人大会 ( U 巧、骄 
化 学院.，) 

1> 県 中央大鱼■男ず準々化幌 
武库エ Si ^ ^6姐 填 
明お閣山 —— 日 県 お南 
猛•神灌 W —— 目 赖瞄ム ロ 
報 硬 W —— け 匹窗化 

1>曼張腺 

玻库 H me 延 •かな明 石 南 
抽せんで武庫 H 巧脉ち 
報 祕过 ——じ 秘-神港 
一 >哟3をがを戟 

明 石 尚 U ——9私■补摧 


VW 化勝 

ぶ席 X 其如！：^) U 報楠 

V 同ホず準々決脾 
明お府 U — 市- 种进 
化 条 U 16 路蘭な 
既 がお院3 — .5 近大豊岡 

申モ園日 I - -.3 県 种戸商 

皆 同毕が齡 

化 杂化^ ^8. 明ち商 

風 川军瞄 3- 1 ザで圃 

0同3を決定被 

お 石 商 6 C 延•詩}6巧モ國 
化せんで が 石姑が3位 
可 同決勝 

薪叫学院巧(^^^)7北柴 

-被は 辛くもスワロ—お庫 

►お 庫県秋を- 賠遇手権 ( US - 
西宵ホでホぶ体巧絕 ： J U 巧をのみ 
一 >毕々が離 

^大百に^^じ兵库ダィハツ 
ス 7 口！お摩 U 〔かお鮮戸裂辩 B 
抽せんでスワ ロ r 兵库め脫ち 
祁戸製锅ぉ顔淵化学 
W 骑重卫？3 — U スワ U I 揖麻 B 
巧準が幡 

スリロ[兵库リ—に巧お太 巨 
§置エ巧 19 神戸製辦 
!> ホ勝 

齡 T け(げ妍> W 嘘5 

引呈かけ 

拙ホムでスヮ □ —ぉ姐拟後腺 


A クラスは碰骨ク 

▼大阪男モクラブ選手框〔の巧， 
大販 ホみ 央体肯雨。 

V A 撒罕ホか腊 

那島 エク巧 —— m 挪柬ブ 
祕种夕畢 禍鹤見ク 
雪 踐ク —— U 化踞ク 
レィンボ[巧 ——巧 佐巧エク 
> 同寧決.滕 

都 岛-玉ク卽—— 巧 当齒ク 
碱 骨ク扯 一 レィンボ E 
V 陆狄縣 

極 骨 ク郁な：丄ク 
VC ダラス 準決齡 
A 馬夕な —— cl 上宵ク 
たかつク刻 —— .8 千里夕 
v 间決路 

A 适グ U — — 9 たかつ夕 

I 二春をク敢れる戚乱 

▼神崇 W 県一般秋季遵手権 CU 月 
诚お棠商〕り闲ずのみ 
坏 準々が损 

二暑 ムロク牌*神 エタ 
神 お W 教昌诚——乳巧ぶク 
日本 带条 ..刻 —— W 施裝商 エタ 
ぉラ口 関 泉ザ掠大 
V 雌烤臨 

神莊 W あ打——5 一二 春な ク 
日本 発条^ I セント ラル 自動卓 
7 化雕 

是党.条站 (巧 U が 漏を 川教 


一如一 




大同製錫け废目の優腸 

マ第 W 回愛知屏実業団リーダ(日 
月‘をホ廣が体 巧 能.) W ホモは 现 
帮〇 

VI 部 

大同星瞒圳 ——U 円本碍ず 
柿刖誤を S —— "トョタを 

ヨタを況- 6 トヨタ岗エ 

太：同星崎 —化卜3 さを ホ 

大问製網那 I ^ Is 畫 
訣をの I S 吴韋 

トヨタぉホ服^ ^ K 日本 碑 子 
大同强崎别 —— W トヨタ 自工 
卜3夕卓体が ——巧 新 目 鎖を も屋 
大同 製稱巧——け日本桿个 
太同飄潰の 一 卜 3 夕罔 * H 
太同 星 崎斩口强をホ拉 


日本碍子挑 -^ — .H トヨタ肖 ‘ H 
大同製锅如，—— U 太同居崎 
太同製雜别-^ロトヨタをホ 
〔順枯〕面大同製酒日戰全腿 (=w 
四 連続を離，逊寡：度 目〕 ③丈同 
星崎4賊 1 販感トヨタをお 3 歷3 
祇@茹目鋪名古结⑥ U 本碍十感卜 

ヨク目 H 

部7 ?8怔決を戦 
S 酱适 H の——7 卜 —メン 
V 巧日/6泣がを戦 
型 旧 織损化^中部電为 
マ同 3〜4 位ホお戦 


ブラザ— 
工業 


巧——日 


了イシン强 
機 


可同！〜2化法定戦 
パイロットが——が型田 H 槪 
W 1• 2部入れ轉え戳 


トヨタ白 
てて部) 


站 


訂 ， 


ホ子は 111 本木が快勝 

►第 W 固靑森県高校秋幸選手植 
CU 巧-一二 本ホ) 

V 男子竿々 化 臨 

青 蘇 商日 ——. ぉと 戸 
恥 前 南 S ——5 靑 森 
蜡ヶ於； 3 —— 5 野辺 地. 

一二 本木 徘 ——0恨 柳 
D > 同準を腺 

化前おの —— 日育森葡 
S 本木 U ——7 谭ヶ沢 
1>尚決熙 

化肺輯 兴。いバ帝 己本木 
V 女子 1 巧戰 (1 試を) 

I こぶ 木 8 1 3 骄辺地 
可 同 舉诛隅 

=1 ぶ 木に- i 錶がが 

七 戸日^^.4 请森西 
一> 同 法' 腺 


設けよつ^1アプレー賞 

今春の世界遵手搞で7 MT 、 
反則退場などがもっともをない 
国に「フユ T プレ t 巧」 が 照を 
れわそうだが、 n 本で もこうし 
た戎彰 をちえてみたらどうでし 
ょろ。 

蜗或單をなどを見でいると、 
相モの速攻を、お圳な'どで止め 
ると、をのチームのバンチがち 
請しているよ.うた项鼠きえあリ 

ます。-反則はしてはいけないも 


の、といぅ.适歲が、年を過って怕 
下しているよクに感じるのです。 

晤則がぎいのは、 レ 7 ^リ！に 
も一州がちる、 とよく 云われます 
が、私はをうではないと出いま 


投害梯•明日への提言 


す。 すべで、プレィヤーめ青巧で 
すで奴則ををげるホイッスルで寸 
哪きれるゲ I ムは、^ ン ドボ]ル 
の' 人站をドげます。 

フ ユアを ナーム にがする貨ほ.こ 


うした悪喊，间にくさびを打つ 俄 剖 
を果ずでしょう。 

最近、個人常の現巧が W ぶって 
いますが、むしろ祕はこうした于 
t ム表蒂こそ、：：ンドボ ー ルには 
ムきわしいと化うのです。 

また、同じよさを反則の销り虛 
しも、目におるものがあり、こめ 
ょうな墙么口、その于1ムの4^桿に 
留告、退場を課ずようなル I ル 
(またはホしをせ)を祈茹して祗 
しいと提宾するものであり主す。 

〔甫京-小 W 青- •会社： Icr 】 


ゴー 本木 8( い：：^ 了お 戸 

稱山教員、岡山大制す 

マ岡山県-お男子秋季運手権 . CS 
月* 渾山商音：) 

VI 回觀 (3 試人且 


岡山大； 5 —— 日 
律山エ OBU ——4 

岡 山裁呂巧-9 

?>毕決腿 

岡ん大化——6 
岡 山 朝員け— 7 
V 战腺 

脚 山 教〇目 孤 い 


中学大会記绿 


〇 広島 •第扣圆 S 字校絕沐 (3 
月■臭艺狗中) り结 のみ參加8 
叹带々お離 

転 嘛 不戦腺疆 適 


初 U - 


廿 y . が 


墙 化 W —— 9 臀固岳 
質長搞 3 ‘ W 神 巧 
v 申決腺 . 
二 河 日 —— 2 柬 蝴 
お居お： —— 円 城.化 


1> お賊 

お4；お 


『をおの記録」 へ町 被.稿を 紋迎 
します。用賦 自由、 ただし昭す 
を短加くホ.る 摇ムロ があり•ます.。 一 


.‘ ★病集後記 


W 崎製旣 
淨山岳専 
金川と m 舎 

恥.岛柏を 
津山ェ OB 

巧 岡んホ 


巧 


〇……を S 本学連が^年.ぶり2 
度目のユニバシ Tt ド(凹がザ 
を透を推一阳場をみめました。 

を口本実連も掛肖のョ — ロッ 
パ遠征を棉討巾と尚いていまず 
が、さまぎまな制附がある円本 
協尝(少シ： 5少ルチ ー ム〕の国 

墮 C 乂流とは別に、加盟团悼や組 一 
織が、惹彼的に#おホ埋飛■を 
試みるを驶は擅しいことでず。 
n •な……藍選手楠のダル I プ 
I 制 、 In F の会廊がとうやくか 
なった、といえるニュ—スです 
が、 を， の背贵には、加盟岡がの 
にも 増 見たヴ黃おががあります。 

世界のハン.ドボールはますま 
す大きくなりますが、日本にと^ 
って、それだけ放しさが增すわ 
けです。 

〇 …：関東学ホ、尚が両大会の 
ホ.庐が腺で、本請としては_.一度 
日 か、 T シスト.(得卜 M 朗ぶ) 
の/ — 卜を試みてみました.。ゴ 
1 ル ゲッタ t に直極 パ 义を跑し 
たち' という基谭ですが、いか 
がなものでしょう。 

0 :::閨黄学速辜曰詰巧の陆力 
で、ィンをレの記事を間に音わ 
せることができました。 

ホ盏が終ると、ず V 本誌のこ 
とを摇ってドきるかわが增えて 
います。有雞いことですな 
な：….な号は来年 3 ちです。よ 
いずをお迎え下き い。 (.を‘‘，」 


— 40 — 




































堅実な守り…•巧!かな勝ネん 


もし、ブラザーという企業をプレイヤーにたとえたとしたら、それは静かな闘志を巧に 
秘めた、シャープなゴールキーパー。一—はげしい企業競争の中でブラザーがひとつの 
地位を得ているとすれば、そんな精神があらゆる処で顔を出しているのかもしれません。 


BROTHER 

す号帮一 


ぶむブラザーエ業株式会れ 
W ブラザーミシン販売株が会社 


































































































































































お求めやすい 
6巧ハンディ•タイプ 


8巧％ キー つき 
ハンテ V .タイプ 


8巧メモリつき 
充電式の卓上形 


複雑な業務計算用 
12巧卓上形 
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